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学長 辻 英明 

 

本学は、1993 年に開学し、これまで有為な人材を輩出してきました。2005 年に本学の

社会貢献の拠点となる組織として地域共同研究機構を設置し、当該機構は、産学官連携推

進センター、保健福祉推進センター、認定看護師教育センターならびに地域連携推進セン

ターから構成されており、企業との共同研究や技術相談などの推進、地域で活躍する保健

福祉分野の専門家のレベルアップや地域保健福祉の向上のための支援活動、糖尿病専門の

看護師の養成、地域が期待する産業の活性化や学術・文化の振興等の地域貢献を行ってい

ます。 

昨年度、文部科学省における地（知）の拠点大学による地方創生推進事業(COC+)に、本

学を代表校とする「地域で学び、地域で未来を拓く‘生き活きおかやま’人材育成事業」

が採択されました。本事業は、教育改革、域学連携、産学連携の３つの取り組みで構成さ

れ、岡山県下の大学とチームを組み、岡山県下の自治体、岡山県の経済団体などと連携し、

地域で活躍できる人材を育成して地方創生につながる取り組みを行い、地元定着率を高め

ることを目的としています。教育改革では、副専攻として岡山創生学を設け、学生を地域

社会と交流させ、いわば地域連携教育を通して地域で活躍できる人材育成を行い、域学連

携では、自治体や民間と協働して子育てや高齢者支援などを通して住みやすい地域づくり

に貢献し、産学連携では、地場産業支援に加え、企業の情報と学生の要望を取り入れた雇

用マッチングシステムを開発して雇用創出と地域への就職推進の環境整備を行います。今

後、本学は、本事業を通じて、学生参加のもとで地域連携教育を実施するとともに、従来

の活動とは異なった地域連携活動を積極的に推進します。なお、認定看護師教育センター

はその役割を果たしたということで、昨年度末をもって廃止しました。 

毎年、本学の社会貢献の活動をまとめて社会貢献年報として公表しています。 

この社会貢献年報 2015 は、企業及び地域住民の立場に立って、平成 27 年度（2015 年度）

の社会貢献活動をまとめて編集したものです。皆様には、この社会貢献年報 2015 をご高覧

頂き、本学の社会貢献活動について理解を深めていただきますことをお願いいたします。 

今後も、地域から期待され、地域に貢献する大学を目指して、さらに充実した社会貢献

活動を行いますので、皆様のご支援をお願い申し上げます。 
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１．本学の社会貢献についての概要 

  



 大学の責務は、教育・研究・社会貢献である。社会貢献に関しては学校教育法及び教育

基本法の平成１８年・１９年の改正で、「大学は、学術の中心として、広く知識を授ける

とともに、深く専門の学芸を教授研究し、知的、道徳的及び応用的能力を展開させること

を目的とする。」に加えて、「成果を広く社会に提供することにより、社会の発展に寄与

するものとする。」とされている。本学では、教養教育改革、グローバル化及び地域貢献

の３つの運営方針を掲げているが、その内の一つの地域貢献に戦略的に取り組むためには、

自治体・産業界等との連携を密にし、地域が抱える課題の解決に向けて地域を志向した教

育、研究、社会貢献活動を進める必要がある。折しも平成２６年度の文部科学省の地(知)

の拠点整備事業（大学 COC（センター・オブ・コミュニティ）事業）の申請を契機に、そ

の活動の枠組みを整備するために、既に包括協定を締結している総社市に加えて、新たに

笠岡市、備前市、真庭市と連携協定を平成２６年７月に締結した。さらに本学が、地域コ

ミュニティの中核的存在としての機能を強化するために、平成２７年４月に「地域連携推

進センター」を新設し、連携協定締結している４自治体との連携活動の強化推進並びに各

自治体等における地域課題の掘り起こしと、その課題解決に向けた取り組みを強力に推進

している。 

とくに平成２７年度では大学 COC 事業の発展版として、COC+事業「地（知）の拠点大学

による地方創生推進事業（地（知）の拠点 COC プラス）」に本学が代表校として「地域で

学び地域で未来を拓く‘生き活きおかやま’人材育成事業」が採択された。本事業は、お

かやま創生に向け、産学官民が一体となってオール岡山（本学を含め 29 機関）で進める人

材育成の事業である。教育改革、域学連携及び産学連携による活動を通じて、若者の地域

連携教育を実践し、地域の活性化とともに、地域を志向する人材の輩出及びこれら人材の

受け皿づくりを行うことで、若者の地元岡山への定着を図るものである。本学は、公立大

学の設置の使命からも、地方創生を県レベルで推進するための県の代表校として本事業を

本学運営の戦略的地域貢献の中核として位置付け、地域の要望に応じた人材育成を推進し

ている。 

本学では、自治体や企業等のニーズに応えることを基本に、課題発見・解決のためのイ

ノベーションにつながる取り組みとして、教員の豊富な研究シーズや知識・技術をベース

に、さらに異分野複数教員の共同研究による全国的な競争資金及び学内特別資金を活用し

た実用化基盤研究「領域・研究プロジェクト」や教員とコーディネータが積極的に地域社

会に出かけていく「アクティブ・ラボ（出前研究室）」等を推進している。平成２７年度

のアクティブ・ラボの実績は４０回で、共同研究も４７件で件数・金額ともに過去最高を

記録した。また、県民の健康づくり支援や産学官民協働による子育て支援、糖尿病看護認

定看護師の育成、超高齢社会における福祉・健康の増進など、地域に根ざした活動で着実

に実績を上げている。 

本学は、岡山の地（知）の拠点として地域社会とともに成長し、岡山県民の誇りとなる

公立大学として、地域を担う人材育成を強く意識し、地域を志向し貢献する所存である。 
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２． 「地(知)の拠点大学による地方創生推進事業(COC+)」 

 ２．１ COC+事業とは 

 ２．２ 本学が代表校として申請する背景 

 ２．３ 採択された事業の内容 

 ２．４ 平成 27 年度の実績 

  

  



 

 

２．１ COC+事業とは 

 日本が世界に先駆けて迎えている少子・超高齢化社会において、『人口減少が地域経済

の縮小を呼び、地域経済の縮小が人口減少を加速させる』ことが危惧されている。この

ことに加え、地方と東京の経済格差拡大は益々進行しており、とりわけ、大学入学時及

び大学卒業・就職時の若い世代が、魅力ある職を求め、地方から東京圏へ流出すること

を助長させていることが指摘されている。 
文部科学省は、平成 25 年度から地域再生・活性化の拠点となる大学の形成を推進す

るために、「地（知）の拠点整備事業（大学 COC 事業）」に取り組んできた。平成 27 年

度からは、この事業を発展させ、若者の東京一極集中に歯止めをかけ、地域に定着させ

ることを目的として、地方公共団体や企業等と協働し、学生にとって魅力ある就職先を

創出・開拓するとともに、その地域が求める人材を養成するために必要な教育カリキュ

ラムの改革を断行する大学の取組を支援する事業に取り組むこととなった。この事業が

「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+事業）」である。COC+事業の概

念を図 1（公募要領から引用）に示す。 

 
  

図 1：COC+事業の概念図
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２．２ 本学が代表校として申請する背景 

２．２－１ 地域の課題 

岡山県の人口は、平成 17 年の 196 万人をピークに減少に転じており、平成 52 年には

161 万人になるとの国立社会保障・人口問題研究所の推計がある。若年層を含む生産年

齢世代（15～64 歳）の人口減少は年平均 13,000 人（過去 5 年）を超え、また平成 26 年

10 月 1 日現在の岡山県の高齢化率は 28.0％と全国平均（26.0％）より 2 ポイント高い水

準で推移している。このような県の人口の減少や高齢化は更に進行する傾向であり、そ

のため (1)若年労働者不足による既存産業維持の危機、(2)高齢者支援や子育て支援を含

めた地域の魅力あるまちづくり等を踏まえた新しい社会基盤整備による歯止めや人口流

入対策が急務になっている。その対応として、岡山県は平成 26 年に「晴れの国おかやま

生き活きプラン」を策定し、「教育県岡山の復活」、「地域を支える産業の振興」及び「安

心で豊かさが実感できる地域の創造」を重点戦略と位置付け、取組みを推進してきた。

また現在は、国の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を勘案した「おかやま創生総合

戦略素案」を策定し、岡山県が持続的に発展するためのプラニングをしているところで

ある。この素案では、「若い世代の希望をかなえる少子化対策の推進（自然減対策）」「人

を呼び込む魅力ある郷土岡山づくり（社会減対策）」、地域の持続的発展のための「経済

力の確保」「活力の維持」を基本目標として、岡山創生への取り組みを推進することとし

ている。 

総社市においては、少子高齢化が進行する昭和地域の基盤整備及び活性化、子育て支

援体制の充実が早急に対応すべき重要な取り組みとして位置付けられている。笠岡市に

おいては、少子高齢化が進行する瀬戸内海の笠岡諸島の看護･介護･医療･教育体制及び島

の活性化の課題があげられており、備前市においては、食育を通じた子どもから高齢者

までの市民の健康づくり、地域再生･活性化が求められている。真庭市においては、安定

した経済基盤を確立するため、産業の育成による就業環境の多様性化と質の向上の必要

がある。また、市内の企業や団体、学校機関、金融機関や市外の大学等との連携を進め

ているが、まちづくりに生かしきれていない、という問題を解決する必要がある。 

 

２．２－２ COC+大学の代表校となることの必要性・重要性 

  本学は、平成 5 年に岡山県を設置者として「人間尊重と福祉の増進」を建学理念に掲

げ、保健福祉学部、情報工学部、デザイン学部の 3 学部で開学された。また、学則第 1

条の目的では「岡山県立大学は、他の教育研究機関及び地域社会との自由かつ緊密な交

流連携のもとに、人間・社会・自然の関係性を重視する実学を教授研究するとともに、

知性と感性を育み、豊かな教養と深い専門性を備えて新しい時代を切り拓く人材の育成

を図り、もって学術文化の進展及び地域産業の振興に寄与することを目的とする」とし

ていることから明らかなように、建学当初から地域の大学として関係諸機関との緊密な
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協力関係の下に人材育成を行うことを使命としてきた。第 2 期中期計画（平成 25 年 4

月～平成 31 年 3 月）においても、「時代の要請や社会・経済情勢の変化を捉えながら、

地域に根差し、県民の期待に応える魅力ある大学として、さらに発展する」と宣言し、

地域志向の大学としての立場を一層明確にしており、地方創生は本学の最も重要な使命

と位置付けている。上述した岡山県の「おかやま創生総合戦略素案」においても、本学

に地域の教育力の一翼を担う魅力ある大学としてさまざまな地域貢献活動を行いつつ、

新しい時代を切り拓く知識と高度な技術を身につけた実践力のある人材を養成すること

が求められおり、岡山県や県下の自治体、県内企業等と協働して岡山創生事業の一翼を

担うことは、岡山県立大学の使命となっている。このように今回の COC+事業に参加する

大学の中で、本学はその成り立ちと使命から、また、地域との関わりを最重要視してき

た大学として、代表校として地域創生に関わるのに最も適した資質と資源を有している。 

今回、事業協働機関の大学として、岡山大学、岡山理科大学、ノートルダム清心女子

大学、就実大学、山陽学園大学に加え COC 既採択校である吉備国際大学、倉敷芸術科学

大学、くらしき作陽大学が参加する。岡山県の 4 年制大学 17 校のうち、1 校を除き、全

てが大学コンソーシアム岡山に参加して大学教育に関する各種事業（単位互換、高大連

携、学生支援等）を共に推進している。その様な観点から常日頃から交流があり地域志

向教育に熱心であるコンソーシアム加盟大学に呼び掛け、今回の本学が県や県下の自治

体と密接に連携して展開する COC+事業の目的の共有、事業への協力への賛同を得て組織

化を行った。自治体では設置者である岡山県、既に包括協定を締結して協働を進めてい

る総社市、笠岡市、備前市、真庭市が参加する。岡山県とは県立大学として従来から密

接な関係を保ち更に相互協力の関係を発展させることに同意しており、その参加は必須

である。また、総社市とは平成 20 年に、笠岡市、備前市、真庭市とは平成 26 年に包括

協定を結んでおり、従来からの協働関係をこの事業を契機に飛躍的に発展させることで

合意している。今回、岡山市、倉敷市及び高梁市は、COC+参加校との関係が深いことか

ら事業協働機関として COC+事業目的を共有することに賛同している。NPO は各市で既に

活動している団体が協力を表明しており、大学、自治体、NPO の三者が協働して事業の

実を上げる計画である。企業については、従来は個別企業との関係が主であったが、今

回は県の関係機関や産業団体との関係を新たに構築し、教育、産業創生に一体で当たる

計画である。 
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２．３ 採択された事業の内容 

２．３－１ 事業の目的 

本事業では、岡山県の「晴れの国おかやま生き活きプラン」（平成 26 年度から 3 年間）

及び「おかやま創生総合戦略素案」（平成 27 年 6 月時点）に即し、事業協働自治体個々

の政策課題も取り込みながら、学長のリーダーシップの下、これまで本学が取り組んで

きた教育改革、域学連携、産学連携活動を発展させ、県内自治体、大学、企業、団体等

と協働し、全学的な地域志向事業を推進することによって、若者の事業協働地域就職率

を平成 26 年度の実績に対して全体で 10％向上させることを目的とする。 

そのために、県、自治体の地域戦略を反映した下記の 3 つの目標を設定し、「教育改革」

「域学連携」「産学連携」活動を進める中で、それらを相互に連携させながら、事業期間

内を通して若者の地域定着を進める産・学・官・民協働の基盤を整備し、地域で学び、

地域で未来を拓く“生き活きおかやま”を創生できる人材を育成する。 

【目標Ⅰ】地域の未来を切り拓く知識と高度な専門性を身につけた実践力のある人材

の養成（教育改革） 

【目標Ⅱ】子育て支援、教育支援、高齢者・障害者支援等により、安心して生活する

ことのできる魅力ある地域づくり（域学連携） 

【目標Ⅲ】岡山県内の市町村の共通課題である観光振興、中小企業への技術支援、ヘ

ルスケアの研究開発等を通した雇用創出（産学連携） 

 

２．３－２ 事業の概要 

「地域で学び地域で未来を拓く‘生き活きおかやま’人材育成事業」は、若者の地元

定着率の 10%向上を目的として、教育改革、域学連携及び産学連携により地域を志向す

る人材の輩出とその受け皿づくりを行う事業である。教育改革では、岡山創生学を副専

攻として新設して、実践的な専門性と高い地域志向を有する人材の育成を図る。また、

平成 29 年度に導入するクォーター制も見据えながら長期インターンシップやボランテ

ィアに係る科目を開講・実施する。域学連携では、自治体、NPO 等と協働で子育て、高

齢者・障害者支援等を実践し、住み易い地域づくりに貢献する。産学連携では、地場産

業の支援による産業活性化を推進し、魅力的な雇用創出に努めるとともに、雇用マッチ

ングシステムを開発することで雇用開拓と若者の地域への就業機会を拡大する。そして、

協働機関との連携の場として地域創生コモンズを設置し運営する。 
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図 2.3-1：事業の概要 

 

 

２．３－３ 協働地域と協働機関 

（１）協働地域 

事業協働地域として岡山県全域を設

定している。岡山県は、備前、備中、

美作の 3 つの大きな地域に分けられて

いることから、それぞれに活動の拠点

となる自治体を設定した。そこで、本

学と連携協定を締結している総社市と

笠岡市、備前市及び真庭市を、それぞ

れ、備中、備前及び美作での拠点とし

た。さらに、岡山市（平成 28 年度から

参画予定）、倉敷及び高梁市を加えた地

域を中心として、COC+事業を遂行する。                     

 

図 2.3-2：協働地域 
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（２）協働機関 

本 COC+事業の目的や趣旨に対して、上述した自治体以外に岡山県下の高等教育機

関、産業界等の多数の機関に賛同いただいた。本事業を協働機関として実施する機

関は下記の通りである。 

【自治体】岡山県、総社市、笠岡市、備前市、真庭市、岡山市、倉敷市、高梁市 

【大 学】岡山大学、岡山理科大学、ノートルダム清心女子大学、就実大学、 

山陽学園大学、倉敷芸術科学大学（COC 既採択校）、 

くらしき作陽大学（COC 既採択校）、吉備国際大学（COC 既採択校） 

【産業界等】岡山県経済団体連絡協議会、岡山県商工会議所連合会、 

岡山県経営者協会、一般社団法人岡山経済同友会、 

岡山県中小企業団体中央会、岡山県商工会連合会、 

岡山県産業振興財団、中国銀行、トマト銀行、岡山経済研究所、 

山陽新聞社、岡山 NPO センター 

図 2.3-3：協働機関の役割 

 

２．３－４ 実施体制 

本 COC+事業の協働機関による協議の場として、おかやま COC+推進協議会を設置す

る。さらに、おかやま COC+推進協議会に、本 COC+事業で最も重要な活動と位置付けら

れる「教育改革」に関する協議の場として、おかやま COC+教育プログラム開発委員会

を設ける。また、本 COC+事業の評価を行う場として、おかやま COC+外部評価委員会を

設ける。これらの協議会及び委員会の目的、業務、組織及び委員は以下の通りである。 
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  おかやま COC+推進協議会 

    【目的】本 COC+事業に参加する高等教育機関、地方自治体、経済団体、企業及び

NPO（以下「事業協働機関」という。）は、地方創生及び若者の地元定着

率の向上のため、教育改革、域学連携及び産学連携により、地域を志向

する人材の輩出とその受け皿づくりを一体となって取り組むことを目的

に、おかやま COC+推進協議会（以下「協議会」という。）を設置する。 

    【業務】以下の業務を行う。 

        (1) COC+事業の実施方針・事業計画の策定に関すること 

(2) COC+事業の実績の自己評価に関すること 

(3) 事業協働機関間の調整に関すること 

(4) その他 COC+事業に関し、必要な業務 

    【組織】本学及びすべての事業協働機関をもって組織する。 

    【委員】以下の通りである。 

(1) 岡山県立大学長 

(2) 岡山県立大学 地域共同研究機構長 

(3) 岡山県立大学 COC+推進室長 

(4) 岡山県立大学長が指名する岡山県立大学の教職員 

(5) 岡山県立大学を除く各事業協働機関の長が指名する者（原則として

各１名） 

  おかやま COC+教育プログラム開発委員会 

【目的】おかやま COC+推進協議会規約(第 5条第 1項の規定)に基づき、設置する。 

    【業務】以下の業務を行う。 

(1) 岡山創生学の企画立案及びその評価 

(2) オンデマンドコンテンツの企画立案及びその評価 

(3) 学生ポートフォリオシステムの企画立案及びその評価 

(4) 雇用マッチングシステムの企画立案及びその評価 

(5) 自治体及び企業でのインターンシップの企画立案及びその評価 

(6) その他教育プログラムに関する事項 

【組織】本学、すべての参加大学、すべての参加地方自治体、岡山県中小企業団

体中央会及び公益財団法人岡山県産業振興財団をもって組織する。 

    【委員】以下の通りである。 

(1) 岡山県立大学地域共同研究機構長 

(2) 岡山県立大学教育研究開発機構長 

(3) 岡山県立大学共通教育部長 

(4) 岡山県立大学大学教育開発センター長 

(5) 岡山県立大学大学教育開発センター副センター長 
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(6) 岡山県立大学地域連携推進センター長 

(7) 岡山県立大学産学官連携推進センター長 

(8) 岡山県立大学長が指名する岡山県立大学の教職員 

(9) 前項第3号及び第4号の各事業協働機関の長が指名する者 

（原則として１名） 

  おかやま COC+外部評価委員会 

【目的】おかやま COC+推進協議会規約 (第 6 条第 2 項の規定)に基づき、設置する。 

   【業務】以下の業務を行う。 

(1) おかやま COC+推進協議会の自己評価に基づいて行う COC+事業の実績

評価の点検、及びその評価に関すること 

(2) その他評価に関し必要な事項に関すること 

   【組織及び委員】岡山県立大学長が指名する学外の有識者をもって組織する。 

 

２．３－５ 教育改革に関する事業概要 

2.3-6で述べる域学連携の中で連携自治体（総社市、備前市、笠岡市、真庭市）に設

置する「地域創生コモンズ」、産学連携の中で開発する「雇用マッチングシステム」を

活用して、以下の改革に取り組む。 

（１）「岡山創生学」科目群の開設 

COC+大学では、地域を志向する教育プログラムとして、「岡山創生学」科目群を

新設する。本科目群は、基礎と実践に大別される。基礎科目では、地域を知るため

に、社会連携に繋がる基礎知識の修得、地理、産業をはじめ岡山県の地域政策等を

学ぶ。実践科目では、地域で学ぶために、地域学習の場である「地域創生コモンズ」

での活動を通して、地域に内在する課題の発見と解決への過程についてアクショ

ン・ラーニングを通して学ぶ。実践科目のみならず、基礎科目においても、協働自

治体やNPO団体から講師を派遣してもらうなど、本COC+事業における連携を活用し、

教育理念「人間・社会・自然の関係性を重視する実学を創造し、地域に貢献する」

を体現する。 

 

（２）平成29年度導入するクォーター制を活用した長期インターンシップシステム

の開発 

本COC+事業とは別に、COC+大学が平成29年度での導入を検討しているクォーター

制を活用し、自治体、企業等に向けた、実施方法や評価方法、事前・最中・事後の

学生指導をシステム化した「長期インターンシップ」（1ヶ月以上）を高年次に開設

する。また、地元企業の魅力、技術力、発展性を自らの目で発見する機会としても

位置付け、地域の未来を拓く情熱を涵養し、地域定着へと繋がるように教育プログ

ラムの中で体系づける。  
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（３）「岡山創生学」科目群を実効性あるものにするための方策 

「岡山創生学」科目群の学びを副専攻と位置付け、一定の課程を修了した学生に

は「地域創生推進士」の称号を与える。また、学生一人一人の学修過程を教員が指

導できるように「学生ポートフォリオ」を導入する。「岡山創生学」科目の評価で

は、自治体、NPO団体の地域実践者からの視点を取り込めるようルーブリックを作

成する。 

図2.3-4：教育改革に関する事業概要 

 

２．３－６ 域学連携に関する事業概要 

（１）地域創生コモンズの設置と運営 

連携自治体（総社市、備前市、真庭市、笠岡市）と大学が協働して教育改革、域

学連携、産学連携の場となる「地域創生コモンズ」を各連携自治体に設置する。地

域協働の場である地域創生コモンズの施設等のハード面の提供は自治体が行い、自

治体と地域 NPO 団体等が協力して運営する。そこでは、「岡山創生学」科目群での

授業のみならず、日常的に地域の様々なセクターの方々との対話、学習の場として

の機能を持てるように体制を整備する。 
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（２）地域の課題の掘り起こしと解決 

大学、自治体、NPO 団体及び地域が協議会等を設置し、公開講座、地域協働講座

等を通して、課題の掘り起しや解決策の検討を行う。これは、「岡山創生学」科目

群における実践科目との連携も図りながら学生の参加も促し、地域を志向した教育

も同時に推進する。また、正課外の活動として、連携自治体より要請のある小中高

等学校への地域教育支援プログラムにも学生を参画させ、未来を担う子供たちとの

小さな課題解決プロセスを共に学ぶ。 

 

（３）研究シーズの有効利用による地域の活性化 

COC+大学、COC+参加校のもつ研究シーズを、「地域創生コモンズ」を活用して地

域の様々なセクターの人々と地域振興を考えるワークショップを開催することで

地域貢献への道筋を議論する。地域防災活動、イベント等地域の活性化に資する活

動を行う。重点テーマとして、従来からの継続事業に加え、自治体の要望にも沿っ

た新しい事業にも取り組む。「子育て支援」、「困窮家庭の児童・生徒支援」、「高齢

者・障害者支援健康づくりとモニター」、「食育支援」、「小中学生の学習支援」、「防

災・減災支援」及び「まちづくり支援」等が挙げられる。 

 

図2.3-5：域学連携に関する事業概要 
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２．３－７ 産学連携に関する事業概要 

（１）地域企業（中小企業・小規模事業者）の活性化による雇用創出 

本学の研究資源やシーズを活かして地域産業の振興に資する諸活動を行う。もの

づくり等における地域産業界のニーズに対し、本学の実績を活かしたデジタルエン

ジニアリングや商品・観光デザイン、保健福祉の専門性を活かしたヘルスケア、食

品開発分野等とのマッチングを取り、共同研究や技術指導等を増加させて産業振興

活動を展開し、地場産業の活性化、成長を図り、雇用創出を実現する。今までの取

り組みの延長も活かしつつ、企業のニーズに応じて新規プロジェクトにも果敢に取

り組む。 

・デジタルエンジニアリング：シミュレーション技術、新材料、バイオマス、製

造効率向上 

岡山県工業技術センター、県内企業等と共同し、半導体材料の高機能化、金

属材料の生産性向上、画像処理技術による製造工程管理など実用価値の高い

シミュレーション技術の開発 

・商品・観光デザイン：岡山県、県内自治体を対象とした観光振興 

地域商工会･商工会議所、農･商･工等の各種事業者、NPO などと連携した地域

観光まちづくり組織体の支援、地域観光プログラム及び地域観光商品(土産

等)の開発 

・ヘルスケア：米粉麺の普及と商品化、ヘルスケア産業 

東備耐火物粉砕技術を応用した低価格米粉製造法の開発及び新規 100％米粉

麺の商品化とその普及、高齢者・障害者の生活支援、就労支援をサポートす

る福祉用具と支援システムの構築 

また、技術講習会等への学生の参画を促進し、地域企業の認知度を向上させる

ことにより、学生の地域定着率の向上を後押しする。 

 

（２）「雇用マッチングシステム」の構築と運用 

雇用創出を実現するためには、地元企業の振興対策が重要であるが、数的に大き

く、情報が十分でない県内の中小企業・小規模事業者の特性、特徴を「企業ポート

レート」としてつぶさに洗い出して、雇用先リストに加えて行くことも重要である。

「雇用マッチングシステム」とは「企業ポートレート」に基づく雇用先リストと、

学生のキャリアに関する詳細なデータベースである「学生ポートフォリオ」のマッ

チングを効率的かつ的確に行うことのできるシステムであり、本 COC+事業で構築し、

全 COC+参加校へも運用を拡大していく。 
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（３）長期インターンシップの実施と評価 

「岡山創生学」科目群の中では、低年次において地域を志向する教育を行い、高

年次における「長期インターンシップ」（1 ヵ月以上）に繋げ、事業協働地域への定

着に結び付ける。そのために、受け入れ企業の開発、インターンシップの内容企画

等において、大学と受け入れ側の支援体制作りの合意など、様々なプロセスについ

て最適なプログラムを産学が連携して検討する。 

図 2.3-6：産学連携に関する事業概要 
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２．４ 平成２７年度の実績 

２．４－１ 概要 

 ［Ａ］教育改革（おかやま COC+教育プログラム開発委員会、主体は本学内大学教育開発

センター） 

①：各学部及び地域連携推進センターと連携し、副専攻「岡山創生学」の人材育成像

に基づく授業計画、評価方法等を整備した。 

②：地域連携推進センター、共通教育部及び各学部と協働して、副専攻「岡山創生

学」の内、平成 28 年度開講科目「おかやまを学ぶ」、「おかやまボランティア論」、

「おかやまボランティア演習」の開講を準備した。 

③：副専攻「岡山創生学」の平成 29 年度開講科目「地域再生実践論」、「地域協働演

習」のプログラムを検討する。特に、「地域協働演習」については、連携自治体

との域学連携活動を通して、課題の設定や実施方法の検討を行った。 

④：連携自治体を活動の場とする地域演習科目「デザインプロジェクト演習」を、

デザイン学部 3 年生及び他学部（保健福祉学部、情報工学部）生履修を検討し

た。 

⑤：副専攻「岡山創生学」の制度化と履修者の資格認定制度を検討した。 

⑥：地域連携推進センターと共に、学生の学修過程の記録のための「学生ポートフ

ォリオ」システムの開発準備、及び「長期インターンシップ」システムの開発

準備を行った。 

［Ｂ］域学連携（おかやま COC+教育プログラム開発委員会、主体は、本学内地域連携推

進センター） 

①：真庭市及び NPO 団体と協働で、地域創生コモンズを整備した。 

②：真庭市での設置・運用実績及び要望等を参考にしつつ、連携自治体（真庭市、

笠岡市、総社市、備前市）に対して、平成 28 年度設置に向けての施設、設備環

境、運営体制などを検討した。 

③：総社市と協力し、子どもの余暇活動、子育て支援・学習支援等を推進するため

の計画を立案し、実施した。 

④：笠岡市と協力し、笠岡諸島での疾病予防・健康増進に向けた高齢者健康増進支

援活動計画を立案し、実施した。 

⑤：岡山県と協力し、県下の防災・減災システム、ボランティア活動ネットワーク

構築支援を検討した。 

［Ｃ］産学連携（おかやま COC+教育プログラム開発委員会、主体：本学内産学官連携推

進センター） 

①：本学内地域連携推進センター及び産業界の協働機関と連携し、岡山県内企業を

対象とした「長期インターンシップ」プログラムの実施計画を策定するととも
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に、参加企業の掘起しを行った。 

②：平成 30 年度の運用を目指して、本学内大学教育開発センター及び産業界の協働

機関と連携し、学生が理解しやすく有用な情報を提供する「企業ポートレート」

システムを検討するとともに、「学生ポートフォリオ」との利用したマッチング

を図る「雇用マッチングシステム」の開発のための準備を行った。 

③：岡山県産業振興財団やミクロものづくり岡山等との協働により、岡山県下の主

要な地場産業であるものづくり・ICT 分野（デジタルエンジニアリング）の技

術力向上に資するシステムの策定に着手した。 

④：本学地域連携推進センターと岡山県及び協働自治体の協働により、デザインに

よる観光振興、商品開発等による地域の魅力発信の仕組みを検討した。 

⑤：本学保健福祉学部及び岡山県産業振興財団等と連携し、ヘルスケア産業、食品

産業等の分野での共同研究を計画・推進した。 

［Ｄ］【COC+参加大学との計画】 

①：教育プログラム開発委員会やシンポジウム等を通して、各 COC+参加校で実施す

る地域志向科目に関する情報の報告や討論を行うことで、地域志向科目の内容

や実施方法についての課題や解決法に関する知見を共有した。特に、COC 大学

については、保健医療福祉領域の連携学習手法の研究の実施（吉備国際大学）、

「くらしき若衆」育成プログラムの運用に向けての学習環境の整備（倉敷芸術

科学大学）等の先行事例に関する知見を提供した。 

②：他の COC+参加校へ展開することを前提として、各 COC+参加校で実施する地域志

向講義と課題解決型演習において用いる地域学習教材や教育システムを開発す

るための準備を行った。特に、COC 大学については、「キャリア開発Ⅱ」におけ

る「地域貢献ボランティア」の計画・実施（吉備国際大学）、倉敷アートサポー

トプロジェクト「地域プラットフォーム形成研究」の実施（倉敷芸術科学大学）、

地域貢献実践科目群の試行（くらしき作陽大学）等の先行事例に関する知見を

提供した。 

③：小中高大連携を実施した実績のある COC+参加校の知見を共有し、複数の大学が

協働することを想定した小中高大連携活動を実施するための準備を行った。 

④：「学生ポートフォリオ」システム、「雇用マッチングシステム」を併用すること

により、実践型社会連携教育におけるコーディネートシステムの COC＋向けシ

ステムを開発するための仕様等を検討するとともに、実装のための環境を整備

した。 

［Ｅ］【事業協働機関の全体計画】 

①：本学内の組織として、本補助事業全体の活動計画を立案する COC＋推進本部会

議を設置した。本会議において立案した計画は、本学の決定機関である教育研

究活動委員会または社会活動委員会、及び学内理事会の承認の後、直ちに実施
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できる体制とした。 

②：すべての協働機関で構成する COC＋推進協議会を設置した。本協議会は，11 月

（平成 28 年度以降、年 2 回開催）に開催し、年度単位の事業計画、予算、成果

等を審議する場であるとともに、本補助事業のすべての情報を共有する場とし

た。 

③：COC+参加校及び自治体等で構成する教育プログラム開発委員会を設置した。本

委員会は、2 月（平成 28 年度以降、4 月と 11 月に開催）に開催し、本事業の中

核となる教育プログラムの立案・策定を担当するとともに、教育プログラムに

関する情報を共有する場とした。 

④：公立大学協会等の協働機関以外の組織の協力のもと、外部評価委員会を設置し

た。 

⑤：経験の豊富な統括補佐コーディネータ（域学・産学分野担当）を雇用したこと

で、事業の初動で重要となる、協働機関との確実かつ迅速な連携をとることが

可能となった。また COC+活動を確実なものにするため、平成 28 年度に向けて

統括コーディネータ及び 2 名の推進コーディネータ（教育分野担当及び域学分

野担当）を雇用した。 

⑥：本補助事業のキックオフシンポジウムを開催した。出席者は 270 名にのぼり、

事業協働機関以外からも、学生、新見市、大学コンソーシアム岡山、岡山県立

矢掛高校、広島市立大学、鹿児島工業高等専門学校、企業からの参加があった。

本学から参加は 133 名であり、教職員の本 COC+事業への意識の向上を促進でき

た。特に、21 名の学生が参加し、学生にとっても本 COC+事業、中でも副専攻「岡

山創生学」への興味の高さが確認でき、平成 28 年度から開講される同副専攻の

PR に活かすことができた。 

⑦：本学のホームページに本補助事業の申請内容をアップしたことで、事業協働地

域だけでなく学生に対しても本補助事業の意義を周知できた。また平成 28 年度

以降の迅速かつ安定な情報発信を目指し、情報配信専用 WEB サーバの設置・導

入を行った。 

［Ｆ］その他 

①：学内ガバナンスを実現するために、本学学長をトップとし、既存の学内組織と

連携をとりつつ、本補助事業の迅速かつ確実な実施を可能とする学内実施体制

を確立した。 

②：平成 28 年度から参加する岡山市と本補助事業の協働に関する協議を行った。さ

らに、今回不選定となった事業の代表校である津山工業高等専門学校と、本補

助事業への参画に向けた協議を行った。 
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２．４－２ 実施体制の整備 

本学内には、COC+事業の円滑な推進を目的に、本学の地域共同研究機構に「COC+推進

本部」を置いた。COC+推進本部の業務及び組織は以下の通りである。 

 

 

 COC+推進本部 

  【業務】以下の業務を行う。 

(1)COC+事業の企画立案及び実施に関すること 

(2)COC+事業の自己評価に関すること 

(3)COC+事業に参加する高等教育機関、地方自治体、産業界及び NPO 法人等で組織す

るおかやま COC+推進協議会（以下「COC+協議会」という。）との連絡調整に関す

ること 

(4)その他 COC+事業に関し必要な事項 

【組織】 

(1)学長（本部長） 

(2)地域共同研究機構長（副本部長） 

(3)教育研究開発機構長 

(4)保健福祉学部長 

(5)情報工学部長 

(6)デザイン学部長 

(7)共通教育部長 

(8)事務局長 

(9)大学教育開発センター長 

(10)地域連携推進センター長 

(11)産学官連携推進センター長 

(12)COC+推進室長及び副室長 

さらに、推進本部に、本 COC+事業の企画立案及び実施に係る学内調整を目的とした

「COC+推進企画委員会」を、「教育改革」、「域学連携」及び「産学連携」に係る個別

事項を検討するワーキンググループ「教育改革 WG」、「域学連携 WG」及び「産学連携

WG」を設置した。また、COC+事業を実施し、推進本部及び COC+協議会の事務を行う「COC+

推進室」を設置した。「COC+推進企画委員会」、「教育改革 WG」、「域学連携 WG」、「産

学連携 WG」及び「COC+推進室」の業務及び組織は以下の通りである。 

COC+推進企画委員会 

【業務】以下の業務を行う。 

(1) 本学が進める教育改革（副専攻「岡山創生学」及び学生支援）、域学連携及び産学

連携の事業を推進するための企画立案に関すること 
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(2) COC+推進本部との連絡調整に関すること 

【組織】 

(1)地域共同研究機構長（委員長） 

(2)大学教育開発センター長（副委員長） 

(3)地域連携推進センター長（副委員長） 

(4)産学官連携推進センター長（副委員長） 

(5)大学教育開発センター副センター長 

(6)共通教育部長 

(7)COC+推進室長 

(8)COC+推進室副室長 

教育改革WG 

【業務】以下の業務を行う。 

(1)本学が進める副専攻「岡山創生学」の開発に関すること 

(2)本学が進める学生ポートフォリオの開発等の学生のキャリア形成支援に関する

こと 

【組織】 

(1)大学教育開発センター副センター長（グループ長） 

(2)大学教育開発センター共通教育部会長（副グループ長） 

(3)共通教育部社会連携教育推進室長 

(4)大学教育開発センターキャリア形成支援部会長 

(5)本学教員 

(6)COC+推進室副室長 

(7)COC+推進室員 

域学連携WG 

【業務】以下の業務を行う。 

(1)本学が進める域学連携事業の開発に関すること 

(2)本学が進める域学連携事業の開発に関すること 

【組織】 

(1)地域連携推進センター副センター長（グループ長） 

(2)地域連携推進センター幹事（副グループ長） 

(3)地域連携推進センター幹事（2 名） 

(4)本学教員 

(5)COC+推進室員 

産学連携WG 

【業務】以下の業務を行う。 

(1)本学が進める産学連携事業の開発に関すること 
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(2)学生と企業等との雇用マッチングシステムの開発に関すること 

【組織】 

(1)地域共同研究機構副機構長（グループ長） 

(2)産学官連携推進センター副センター長（副グループ長） 

(3)産学官連携推進センター幹事 

(4)情報基盤活用推進センター副センター長 

(5)本学教員 

(6)COC+推進室員 

COC+推進室 

【業務】以下の業務を行う。 

(1)COC+推進本部会議が決定した COC+事業の実施に関すること 

(2)事業協働機関との連絡調整に関すること 

【組織】 

(1)COC+推進室長（本学教員） 

(2)COC+推進室副室長（統括コーディネータ：教育分野担当） 

(3)COC+推進室副室長（事務担当） 

(4)COC+推進室員（主任コーディネータ：域学・産学連携担当） 

(5)COC+推進室員（コーディネータ：教育分野担当） 

(6)COC+推進室員（コーディネータ：域学分野担当） 

(7)COC+推進室員（コーディネータ：産学分野担当） 

(8)COC+推進室員（事務担当・2 名） 

 

 

  

－ 21 －



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.4-2：実施体制 

 

２．４－３ 委員会、シンポジウム等の開催 

 （１）おかやま COC+推進協議会設立総会及び第１回おかやま COC+推進協議会

の開催 

□日 時：平成 27 年 11 月 27 日（金）13：00～14：30 

□場 所：岡山県立大学 本部棟大会議室 

□参加者： 

岡山県立大学、岡山大学、岡山理科大学、吉備国際大学、倉敷芸術科学大学、 

くらしき作陽大学、山陽学園大学、就実大学、ノートルダム清心女子大学、 

岡山県、岡山市、倉敷市、笠岡市、総社市、高梁市、備前市、真庭市、 

岡山県商工会議所連合会、岡山県経営者協会、岡山県中小企業団体中央会、 

岡山県商工会連合会、中国銀行、トマト銀行、岡山経済研究所、山陽新聞社、 

岡山 NPO センター 

□実施内容 

代表校である岡山県立大学から COC+申請に至る経緯、事業目的、全体計画及び

実施体制についての説明がなされた。 
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  以下の規約が制定され、おかやま COC+推進協議会が設立された。 

・おかやま COC+推進協議会規約 

・おかやま COC+教育プログラム開発委員会規約 

・おかやま COC+外部評価委員会規約 

  岡山県の若者定着・雇用創出に関する連携協力に関する協定書の締結が承認された。 

 

 （２）おかやま COC+キックオフシンポジウムの開催 

□日 時：平成 28 年 2 月 19 日（金）14:00～16:45 

□場 所：山陽新聞社 さん太ホール 

□参加者：270 名（内訳：来賓 7 名、経済団体､企業等 41 名、自治体 16 名、教育機

関 36 名、本学参加者 170 名 

□実施内容： 

 【シンポジウム】14:00～16:45 

◇開会挨拶：辻委員長 

（岡山県立大学長） 

◇来賓挨拶 

・岡山県知事 伊原木隆太 氏 

・文部科学省 高等教育局 

大学振興課 大学改革推進室 

 課長補佐 永田昭浩 氏 
◇基調講演「知（地）恵を活かせ～おかやま創生に向けた人材育成～」 

講師：福田収一 氏（慶応義塾大学システムデザイン･マネジメント研究所顧問， 

Stanford University,Visiting Professor） 

（概要）：地方にはそれぞれの知（地）恵が

あり、その知恵を活かす多様な視点と発

想がイノベーションにつながる。ネット

社会はそのような視点を融合してイノ

ベーションを興すのに有効な社会基盤

である。従来型の視点による単一的な人 

材の育成ではなく、これからの時代の変

化に対応できる柔軟性をもった人材育成が大切である。 

◇COC+の取組紹介 

①岡山県立大学：COC+事業責任者である渡辺

教授から COC+事業「地域で学び地域で未来

を拓く‘生き活きおかやま’人材育成」の

概要が紹介された。特に、本シンポジウム
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のメインテーマである人材育成については、教育改革「岡山創生学」等が説

明された。 

②広島市立大学：広島市立大学 学長 青木信

之氏から COC+事業「観光振興による地域創

生に向けた人材育成事業」の取組紹介をい

ただいた。平和学に基づく理念と地域の特

性を活かして、総合的に観光コンテンツを

まとめ、広島県の地域リーダーとなる人材

を育成することが説明された。 

③岡山理科大学 副学長 堂田周治朗氏から

は同大学の事例報告として、インターン

シップ、地域学「岡山学」等の紹介をい

ただいた。岡山理科大学は、キャリア教

育科目（３２科目３７単位）に重点を置

き、インターンシップにも多様な科目を

設置していることが説明された。 

◇パネルディスカッション 

COC+事業責任者渡辺機構長をコーディネータとして、以下のパネリストによる

パネルディスカッションを行った。参加者は以下の通り。 

パネリスト：片岡聡一 氏（総社市長）、青木信之 氏（広島市立大学長）、堂

田周治朗 氏（岡山理科大学 副学長）、大月隆行 氏（岡山経済同友

会政策委員長/ランデス株式会社代表取締役社長）、辻英明 氏（岡山

県立大学長） 

コメンテーター：永田昭浩 氏（文部科学省 高等教育局大学振興課大学改革

推進室 課長補佐）福田収一 氏（慶応義塾大学システムデザイン･

マ ネ ジ メ ン ト 研 究 所 顧 問 ， Stanford University, Visiting 

Professor） 
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【情報交換会】17:00～18:20 

シンポジウム終了後、情報交換会を開催し、約 50 名の参加があった。 
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３． 地（知）の拠点としての活動 

 ３．１ 地域への貢献 

 ３．２ 行政への貢献 

 ３．３ 企業等への貢献 

 ３．４ 人材の育成 

 ３．５ その他の貢献 

  



３．１ 地域への貢献 

 

３．１－１ 公開講座 

 

Ａ．概要 

本学では毎年、一般県民を対象とした公開講座を開催している。本年度の公開講座では、デザイン学

部担当で、そのテーマを「地域が求めるもの～『デザインのチカラ』」とし、8 月から 9 月の土曜日に、

5日間10講座を実施した。 

 

Ｂ．日程等 

テ ー マ：地域が求めるもの～「デザインのチカラ」 
担当学部：デザイン学部 

受講対象：県内居住者、あるいは県内に通学・通勤している人 

そ の 他：全5日の講座のうち、3日以上出席の者に修了証書を交付した。 
 

日 程 テーマ 講 師 

8月22日

（土） 

13:15～13:30 開 講 式 学 長 辻  英明 

13:30～15:00 
地域のチカラってどんなもの？ 

～観光にまつわるデザインから～ 

准教授 西田麻希子 

教 授 吉原 直彦 

15:10～16:40 産地のやきものとデザイナーの関わり 講 師 作元 朋子 

8月29日

（土） 

13:30～15:00 「つかいやすさ」をデザインする 准教授 益岡  了 

15:10～16:40 間伐材の可能性 准教授 南川 茂樹 

9月5日

（土） 

13:30～15:00 ラテンアメリカ表現 准教授 真世土マウ 

15:10～16:40 地域防災とデザイン 准教授 齋藤美絵子 

9月12日

（土） 

13:30～15:00 
漢字アニメーションを通した日本語学習

への興味喚起 
講 師 山下 万吉 

15:10～16:40 
簡易な３Ｄプリンタの導入方法と活用事

例 
准教授 三原 鉄平 

9月19日

（土） 

13:30～15:00 
台湾老街（歴史的町並み）とその保存 

～台湾の地方都市を中心に～ 
准教授 西川 博美 

15:10～16:40 縁の下のデザイン 教 授 山下 明美 

16:40～16:50 閉 講 式 学部長 森下 眞行 
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Ｃ．開催状況 

（１）参加者 

 
 
 
   
 
 

・受 講 者 数：５９名 
  ・修了証交付者数：４０名 
 
 

 
（２）参加者からの意見・感想 

 「デザイン」という言葉の意味が考えていた以上に深く重いものである事を強く感じた。 

 新聞等で見かけたことしかないテーマについて掘り下げられており面白かった。 

 「その地域住民にとって何でもないものでも、他地域の方から見れば物珍しい」というのは「地

域起し」のヒントになると思う。 

 デザインに対する基本的な考え方、方法を教えていただいた。この考え方、見方で物を鑑賞した

いと思う。 

居住地 人数 比率 

総社市 31  52.5% 

倉敷市  5   8.5% 

岡山市 17  28.8% 

その他  6  10.2% 

計 59 100.0% 

年齢 人数 比率 

10歳代  3   5.1% 

20歳代  3   5.1% 

30歳代  4   6.8% 

40歳代 13  22.0% 

50歳代 12  20.3% 

60歳代 16  27.1% 

70歳以上  6  10.2% 

計（2名不明） 57  96.6% 
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 毎回多岐にわたるテーマでとても楽しかった。各先生方の準備が大変だっただろうなぁと思うく

らい力を入れてくださっており、参加してよかった。 

 実習形式も取り入れ、講義（基礎）と実習（応用）のような、対になる形式を一部でもよいので

取り入れて欲しい。 

 

Ｄ．今後に向けて 

今回の講座では、「地域」と「デザイン」を関連付け、各教員の研究内容や学生の活動実績を取り入れ

た講義を実施した。岡山県内のことだけでなく、日本全国、さらには海外におけるデザイン活動の紹介

により、改めて地元地域の特色の再発見や愛着心につながるとの意見が聞かれた。また、毎回の授業に

おいて積極的な質疑応答がなされ、受講者の学習意識の高さが窺えた。一方で、演習・実技の増加を希

望する声も多く、今後は幅広い世代に対して満足度の高い内容を検討することが必要である。 
 
 
３．１－２ 岡山県生涯学習大学主催講座 

 
Ａ．概要 

 岡山県の特性を活かした学習講座を開設・体系化して学習機会を提供することで、県民の学習意欲を

高め、地域における生涯学習の一層の振興を図るために、平成６年に設置されたのが岡山県生涯学習大

学である。岡山県立大学は平成２３年度から参加協力を行っており、本年度は「主催講座（現代的課題

を学ぶコース）」として参加した。 
 

Ｂ．日程等 

テ ー マ：認知症と向き合う～少子高齢社会における豊かな老後～ 
担当学部：保健福祉学部 

受講対象：県内居住者、あるいは県内に通学・通勤している人 

 
日 程 テーマ 講 師 

7月11日

（土） 

13:15～13:30 開 講 式 学 長  辻  英明 

13:30～15:00 認知症の理解と認知症予防 
准教授 藤井 保人 

助 教 澤田 陽一 

15:10～16:40 介護保険のしくみを理解する 教 授 井村 圭壯 

7月18日

（土） 

13:30～15:00 
安心して暮らせる社会を目指して 

～少子化・子どもの育ちを考える～ 
教 授 佐藤 和順 

15:10～16:40 
いつまでも安心して暮らせる社会 

～認知症の方を支える家族と介護～ 
准教授 桐野 匡史 
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7月25日

（土） 

13:30～15:00 
認知症の方と家族を地域で支える 

～認知症サポーターになろう～ 
准教授 佐藤ゆかり 

15:10～16:40 

介護ワンポイントアドバイス 

～介護技術に困っていませんか～ 

＊さまざまな事例の実践を行います 

教 授 谷口 敏代 

准教授 原野かおり 

助 教 松田 実樹 

8月1日

（土） 

13:30～15:00 

認知症の方と家族を支える 

～もっと知りたいケアマネージャーの仕

事～ 

教 授 村社  卓 

15:10～16:40 音楽療法からのヒント 教 授 岡﨑 順子 

8月8日

（土） 

13:30～15:00 
認知症が疑われる場合の家族の対応 

～受診に向けた家族の取り組み～ 
准教授 竹本与志人 

15:10～16:40 
家族はどうすればいいの？ 

～認知症とコミュニケーション障害～ 
教 授 中村  光 

16:40～16:50 閉 講 式 学部長 高橋 吉孝 

 
Ｃ．開催状況 

（１）参加者 
 
 
 
 
 
 

・受 講 者 数： ４７名 
  ・修了証交付者数： ４３名 
 
（２）参加者からの意見・感想 
 自分の家族が認知症になった時のことを考えると心構えはしておくべきだと思った。今回の講座

１つ１つがとてもわかりやすく良かった。 
 今回のテーマは最高でした。まだまだ教わりたいことが沢山あり、持続的にお教え頂けたらとて

も嬉しいです。 
 外から認知症の人を見ることは出来ても内面について知ることは難しいので、今回、内面からの

話を聞けたことが良かった。変わっていくことに対して家族も不安に思うけれど、当たり前だけ

れど忘れていた、本人が一番不安だということに気付けたのが良かったです。 
 初回の講義は少しむずかしいと思いましたが毎回資料を頂いていたので後から見ても判りやす

く受講してよかったと思いました。 
 介護ワンポイントアドバイス・音楽療法等も生かして認知症でなくても高齢者にはやさしくにっ

こりで接したいと思います。 

居住地 人数 比率 

岡山市 14  29.8% 

倉敷市 10  21.3% 

総社市 16  34.0% 

その他  7  14.9% 

計 47 100.0% 

年齢 人数 比率 

10歳代  3   6.4% 

20歳代  0   0.0% 

30歳代  0   0.0% 

40歳代  6  12.8% 

50歳代  6  12.8% 

60歳代 13  27.7% 

70歳以上 19  40.4% 

計 47 100.0% 
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 講座生が聞くだけでなく、問題を投げかける形式が意識して授業を受けることができる。 
 講義ばかりではなく実技も入れていただくと受講者同士の交流もはかられると思います。 

 

 
 
Ｄ．今後に向けて 

本事業は岡山県生涯学習センターの委託事業であり、本年度で４度目の開催にあたる。過去の講座は

「主催講座（大学院コース）」という形式で行われ、地域での指導やボランティア活動等に活かす、より

高度な実践力を身につける講座として開設していたが、昨年度からは、環境・自然保護、高齢社会と介

護、科学技術、健康づくり等、現代的課題について学ぶことを目的とする「主催講座（現代的課題を学

ぶコース）」へ形式が変わった。 
平成 27 年度は、高齢社会の課題のひとつである「認知症」をテーマに、保健福祉学部教員が講座を

実施した。認知症予防から、福祉制度の活用、家族や地域のサポート等、認知症に対する知識や対応方

法を学ぶとともに、一部で演習も取り入れた。受講後のアンケートから、今後も同一内容での開講を求

める意見が多く、充実した講座であったと伺える。一方で、実技・演習の増加を求める声も多く、多様

な年齢層と受講者数のバランスを検討し、要望に応えられる実施方法を計画することが今後の課題であ

る。 
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３．１－３ アクティブキャンパス 

Ａ． 概要 

アクティブキャンパスは、従来の定置型のサテライトキャンパスに変えて、平成１９年度から移動

型の情報発信基地として設けたものである。アクティブキャンパスでは、県内の団体・施設等からの

要望に応え、本学として主体的に社会人に向けた公開講座や専門分野に関する研究会の開催等を行う。

具体的には、①企業関係者等との交流や共同研究の相談などの産学官連携事業、②本学における最新

の研究内容、デザイン作品等に関する情報の発信事業、③社会人を対象とした公開講座等の開催事業、

④その他本学の地域貢献活動の推進に必要な事業について、本学の社会活動を審議する機関「社会活

動委員会」で事業計画を承認するとともに、必要な支援を行うものである。 
 

Ｂ． 開催状況 

（１）岡山医療安全研究会 

概 要：医療従事者、事務職員、大学等教員等を対象として、第６回岡山医療安全研究会・医療安全

シンポジウム（テーマ：インシデントレポートを活かす！）を開催した。 
まず、「インシデントレポートを活かす！～リスクの把握と管理の一元化システムの構築～」

と題して、内田宏美氏（島根大学医学部看護学科教授）が基調講演を行った。 
その後、シンポジウムを開催し、斉藤美保氏（長崎大学病院安全管理部看護師長）は「看護

師がエラーを未然に防止した事例の検証」、鈴木佳世子氏（獨協医科大学病院看護師長）は「イ

ンシデントレポートの分析に基づいたフィジカルアセスメント力を高める教育プログラム」、

丸山雅道氏（岡山大学病院医療安全管理部看護師長）は「インシデントレポート報告の部署

内・院内活用」と題して講演をし、ディスカッションをした。参加者は、各々の病院等で活

かすことのできる何かを、つかみ取ることができたと考えられる。多くの参加があり、イン

シデントレポートに対する関心の高さがうかがえた。 
 日 時：平成 27年 9月 26日（土）（計 1回） 
 場 所：岡山国際交流センター（イベントホール） 
 参加者：197名 
 担 当：保健福祉学部看護学科 

教授 沖本克子（代表者） 
     助教 高林範子、助教 犬飼智子、助教 網野裕子 
     関西福祉大学看護学部 准教授 鈴木千絵子 
  

－ 33 －



（２）慢性疾患を持つ患者の看護を考える事例検討会 

概 要：平成 25 年から、患者へのかかわり方に解決志向アプローチを用いた効果について、認定看

護教育センターの修了生を中心に、多施設で共同研究を行っている。今後各施設で継続して、

その効果について共有し、新たなかかわり方を工夫する場として、事例検討会を活用する予

定である。臨地実習の事例やかかわりがこんなな事例について検討し、事例分析を通して、

看護のあり方を検討する。面接の基本としている解決志向アプローチについて、専門家の講

義を聞き、実践に活かす力を養うことを目的とする。 

今年度の実績は、以下のとおりである。 

回数 月日 場所 内容 参加者数 

1 4月24日 県立大学 事例検討 5 

2 5月27日 県立大学 事例検討 5 

3 6月26日 県立大学 事例検討 6 

4 7月23日 県立大学 事例検討 18 

5 9月26日 県立大学 事例検討 5 

6 11月27日 県立大学 ケアリングを用いた実習指導のあり方 3 

7 1月21日 県立大学 事例検討 4 

8 2月20日 岡山駅付近 解決志向アプローチを使った面接 20 

担 当:保健福祉学部看護学科 教授 住吉和子 

 

 

（３）ELNEC-J in 岡山県立大学 

－超高齢社会における質の高いがん看護・緩和ケアに向けて－ 

概  要：エンド・オブ・ライフ・ケアの基本的知識と看護実践能力を高めることを目的とし、アメリ

カで開発されたELNECの日本版をELNEC-Jの指導者とともに講義とグループワークで実

施した。本カリキュラムは、日本ホスピス緩和ケア協会により緩和ケア病棟、在宅緩和で従

事する看護師は受講するよう推奨されている。今年度は、24名の受講修了者には、認定証が

授与された。 
回数 日 内容 参加者 

第１回 10月3日(土) 
「エンド・オブ・ライフにおける看護、痛み・症状マネジ
メント、喪失・悲嘆・死別、高齢者の問題」 

２４名

第２回 10月4日(日) 
「文化への配慮、倫理、コミュニケーション、臨死期のケ
ア」 

２４名

 
場  所：倉敷第一病院 ISAMホール、 

担  当：保健福祉学部看護学科 准教授 名越恵美（代表者） 

                   助教   井上かおり、川村友紀 
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（４） 地域病院・診療所における外来糖尿病患者に対する集団栄養指導 

概 要：クリニック及び病院の外来患者に対し、糖尿病の栄養食事療法に関する集団指導を実施した。  
 

開催日 場所 内容 参加人数

3月27日 

河合内科西口クリニック 

食事療法全般をテーマに実施し、低エネルギー甘味料や食物繊維

についての質問があった。 
５名 

8月25日 参加者が２名であったため、個別指導を行った。 ２名 

10月26日 
代用甘味料をテーマに実施し、パルスイートを用いたスイーツの

試食も行った。 
９名 

11月11日 長野病院 
予め作成提案した献立を基に、糖尿病食事会の開催に参加した。

医師の講話の後、食事会のデザートについて説明等を行った。 
２６名 

 
 担 当：保健福祉学部栄養学科  准教授 平松 智子（代表者） 
     河合内科西口クリニック 院長  河合 洋二郎 

長野病院 医師 八幡 愛美、管理栄養士 吉田 亜弥子 
 
 
（５）公開講座「歌の翼にのせてⅩ①〜⑨」 

 概 要：一般の方を対象に、呼吸トレーニングと発声法、詩の解釈と音楽分析を学びながら、ピアノ

伴奏にのせて世界の名歌を中心に合唱する講座を毎月１回（計９回）実施した。また、10月

17日に本学講堂において開催された「人と人がつながるコンサート」に出演し、成果を発表

した。 
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日 時：平成27年4月27日、5月25日、6月22日、7月27日、8月24日、 

     9月28日、10月13日、11月30日、12月21日（計9回） 

 場 所：岡山国際交流センター 

 参加者：毎回約３７名（延べ３３３名） 

      「人と人がつながるコンサート」の参加者 ３２名 

 担 当：保健福祉学部保健福祉学科 教授 岡﨑順子 

 

 

（６）岡山県子育てネットワーク交流集会 

概 要：民官学協働による子育て環境の改善と支援のあり方を考え、活動の視野の広がりや活性化をもた

らすため、「パパから学ぶ～僕がイクメンになったわけ～」をテーマに、講演と事例報告・全体

討議を開催した。講演は本学の佐藤和順教授が「今子どもの育ちに必要なもの」をテーマに行っ

た。事例報告は、大島望氏（山陽新聞社：育児休暇取得の経験について）・港正明氏（岡山市立

千種小学校：牛窓ルンビニ保育園での父親によるボランティア活動について）・野崎隆二氏（ネ

ットソリュージョン株式会社：岡山子育て応援宣言企業の取り組みと効果について）・伊藤家生

氏（ほっとはぁと）総社市での両親学級の取り組みについて）の４氏により行われた。 

日 時：平成28年2月7日（計1回） 

場 所：おかやま西川原プラザ 

参加者：35名 

担 当：保健福祉学部保健福祉学科 准教授 中野菜穂子 

 

  

－ 36 －



（７）「コミュニティカフェ総社」 

概 要：総社市、高梁市の精神保健関係者（行政、指導員、病院職員）、当事者、家族、学生、地域

住民を対象に、精神障害の理解をねらいとしたサロン（ストレス対処ＳＯＣサロン）とコー

ラスを毎月各1回（年間計23回）、人と人がつながるコンサート（年間１回）を実施した。 

日 時： 

１）アンダンテコーラス 

4月13日、5月18日、6月8日、7月13日、9月17日、10月5日、 

11月9日、12月14日、1月18日、2月22日、3月14日（計11回） 

２）ストレス対処力ＳＯＣサロン   

4月6日、5月11日、6月1日、7月6日、8月3日、9月7日、10月12日、11月2日、 

12月7日、1月11日、2月15日、3月7日（計12回） 

３）｢人と人がつながるコンサート｣   

10月17日（計1回） 

 

場 所：総社市ふれあいセンター（コーラス） 

こだまの集い作業所（ストレス対処力ＳＯＣサロン） 

岡山県立大学講堂（人と人がつながるコンサート）   

参加者：1）アンダンテコーラス          毎回約10名（年間 延べ110名） 

2）ストレス対処力ＳＯＣ研修       毎回約15名 (年間 延べ180名) 

3）｢人と人がつながるコンサート｣                 約200名 

1）2）3）の参加者の合計    約490名 

担 当：保健福祉学部保健福祉学科 

 准教授 坂野純子（代表者、ＳＯＣサロン） 

教 授 岡﨑順子（コーラス指導） 

 

人と人がつながるコンサート（10月17日）の様子 

  

アンダンテコーラス              御南保育園  
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アンサンブル総社 

 

岡山ジュニア合唱団 

 

（８）ＯＰＵキッズダンスワーク～障がいのある子もない子も一緒にダンス～ 

概 要：障がいをもつ子どもとその家族の余暇活動を芸術的側面から支援し、連携の在り方を探る目

的で開催した。ダンス活動を通して、表現することの楽しさを知り、豊かな人との交流やコ

ミュニケ-ションを体験する。 

日 時：第1回 平成27年6月14日（日） ダンスワーク① 

第2回 平成27年7月25日（土） ダンスワーク② 

第3回 平成27年8月24日（月） ダンス作品練習・衣裳つくり 

第4回 平成27年9月11日（金） ダンス作品仕上げ 

第5回 平成27年10月12日（月・祝日）ステージ発表・リハーサル 

第6回 平成27年10月17日（土）ステージ発表・本番 

第7回 平成28年3月5日（土）実践の振り返りＤＶＤ鑑賞会など 

（計7回） 
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場 所：きよね夢てらす、岡山県立大学講堂・リズムダンス室・図画工作室 

参 加 者：延べ140名 

担 当：保健福祉学部保健福祉学科 准教授 新山順子 

協 力：保健福祉学部保健福祉学科 子育て支援コース4年生有志 

     子ども学専攻3年生有志 

 

（９）自動車検証技術コンソーシアム立ち上げ準備会 

概  要：車載コンピュータシステムの自動検証技術に関する情報共有を目的としたコンソーシア

ムの立ち上げ準備の一環として、参画企業の技術者および関連分野への就職を希望する学

生を対象とした、関連技術の紹介やチュートリアルを実施した。 
回数 日時・場所 内容 参加者 
第 1回 12月 17日(木) 

14:30 〜 17:10 
本学 

「自動検証技術コンソーシアムについて」 
講師：岡山県立大学 有本和民 
 
「記号モデル検査に関するチュートリアル」 
講師：株式会社フォーマルテック 早水公二 
 
「ネットワークハードウェアから考察する SDN
（Software-Defined Networking）」 
講師：REVSONIC(株) 岩本久 

10 名 

第 2回 2月 19 日(金) 
15:00 〜 17:10 
本学 

「マイコンはどこからきたのか、マイコンとは何

者か、マイコンはどこへ行くのか」 
講師：慶應義塾大学 清水徹 
 
「自動検証技術コンソーシアムの活動とその意

義について」 
講師：岡山県立大学 有本和民 

50 名 

担 当：情報システム工学科  教授 有本和民（代表者）、助教 横川智教 
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（１０）岡山オープンソース技術研究会 
 概 要：県内のオープンソース技術に興味のある技術者・学生を対象に，地域のオープンソースコミ

ュニティの活性化，ソフトウェア技術者の交流支援を目的とし以下の二つを代表に，多くの

勉強会イベントを支援・共催した。 

日・場所 イベント 内容 参加者

5月16日(土) 

本学 

オープンセミナー2015＠岡山 中四国最大級のオープンソースイベン

ト(2008年より本学開催，下記写真) 

110名

12月5日(土) 

本学 

合同勉強会 in 大都会岡山 

-2015 Winter- 

県内のIT技術勉強会の合同イベント 80名

 

 

また，オープンCAE勉強会＠岡山と題し近年注目を集めているオープンCAE技術の勉強会を連続的に

開催し，多数の講演・発表を行った．年度内は4 月25日，5月 30日，6 月 27日，8月 1日，9月 5

日，10月3日，11月14日，12月12日，1月23日の計9回．会場は主に本学の教室，まれに岡山市

民会館等を利用した。 

 

 担 当：情報工学部 

     助教 芝 世弐（代表者） 

     助教 荒井 剛，天嵜 聡介 

 

－ 40 －



（１１）高品質ソフトウェア開発技術勉強会 

概 要：ソフトウェアシステムの高品質化のための技術動向に関する、理論・実践の両面における幅

広い知識や技術の共有を目指して、ソフトウェア開発の第一線で活躍する専門家による講演

を実施した。 
日 時：平成 28年 2月 19日(金) 13:00 〜 15:35 
場 所：本学 
内 容：「形式手法に基づくソフトウェアシステムの高信頼化技術」 

講師：岡山県立大学 横川智教 
「ベンチャー企業のエンジニアがみたソフトウェア開発の現在」 
講師：株式会社ゼロスタート 出張純也 
「ゲーム開発での静的解析の利用例」 
講師：株式会社カプコン 木本雅博 

参加者：54名 
担 当：情報システム工学科 

助教 横川智教（代表者） 
助教 天嵜聡介 

                   

     
 

（１２）地域の健康生活力および教育力の向上に係る支援活動 

概 要：①地域住民組織への出前講演や支援活動，②小・中・高・特別支援学校の児童・生徒（教員，

保護者）を対象とした講習会，等を通して，地域住民の健康向上および児童・生徒の科学教

育・スポーツ活動に貢献するイベント等を実施した。 

 開催日・場所 内容 参加者 担当者 

1 

5 月 26 日 

笠岡市六島 

笠岡諸島島の運動会（笠岡市六島）に

参加し、介護予防測定（身体組成，運

動機能など）を実施した。 

（笠岡市ならびにNPO法人かさおか島

づくり海社からの依頼） 

笠岡諸島島

民 

約 60 名 

綾部准教授、学生 6

名（うち、2 名は大学

院生） 
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2 

2 月 11 日 

総社市 

総社市健康フェスティバル（総社市）に

参加し、健康体力相談コーナーを実施

した。 

（総社市健康医療課からの依頼） 

総社市民 

約 40 名 

綾部准教授、学生 3

名（うち、2 名は大学

院生） 

3 

3 月 5 日 

総社市 

そうじゃわくわくフェスティバル（総社

市）に参加し、体力測定コーナーを実

施した。 

（総社市教育委員会からの依頼） 

総社市民 

約 30 名 

犬飼教授、綾部准教

授、学生 2 名 

4 

3 月 18 日 

笠岡市白石島 

笠岡市白石島健康体力相談（笠岡市

白石島）に参加し、健康・身体機能測

定（身体組成，骨密度，動脈硬化など）

と講演会を実施し。 

（岡山県（おかやま大学生中山間地域

等研究・連携促進事業）の一環） 

笠岡諸島島

民 

約 30 名 

綾部准教授、学生

10 名（うち、2 名は大

学院生） 

担 当：情報工学部人間情報工学科 

教授 佐藤 洋一郎（代表者） 

教授 穂苅真樹（コーディネータ） 

准教授 綾部誠也（コーディネータ） 

学科全教員（企画，担当，他） 

 

 

（１３）犬島ESDワークショップ「いぬじま探検隊PARTⅡ」 

概 要：小学生（3、4年）を対象としたESD（持続可能な社会に向け行動する人材の育成）ワークショ

ップ「いぬじま探検隊 PART-2」を岡山市の犬島自然の家で開催した。デザイン学部の学生 12

名が参加し、企画から運営までをトータルに担当した。台風 15 号の影響による犬島連絡船の

欠航で、1泊2日の予定を急遽日帰りプランに変更したため、実施できなかったワークショッ

プの一部を、追加計画として別日程で実施し、小学生たちに「地域・自然・未来」について考

える機会を提供できた。 

 

日 時：平成27年8月24日（月） 

場 所：岡山市犬島自然の家周辺（岡山市東区犬島327-5） 

内 容：・ワークショップ①島内探検 

・ワークショップ②ごみ拾い 

・ワークショップ③お宝発見 

参加者：10名（総社市内小学生9名、保護者１名） 
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日 時：平成28年2月14日（日）追加ワークショップ 

場 所：旧堀和平邸（総社市総社2丁目5-20 ）、総社宮境内（県総社市総社2-178-1） 

内 容：ワークショップ④鬼凧揚げ 

参加者： 8名（総社市内小学生） 

  

    

担 当：デザイン学部デザイン工学科 教授 森下 眞行（代表者） 

     講師 朴 貞淑 

     助教 上田 篤嗣 

 

 

（１４） 「アニメとエコのまちづくり」 第６回忍者学校 

ビカリアによる可視光通信温度計の制作―スマホでキャッチー 

 概 要： 本学デザイン学部大学院生小川君が講

師として昨年東大によって開発され

た導線マーカーを使った塗り絵を制

作した。電気が通るマーカーの一筆

書き上にボタン電池とＬＥＤをつけ

て蛍光ペンで塗り絵をした。さらに

ブラックライトを当てて蛍光カラー

が反応する。その後町民らも加わり 

A2パネルで作品を制作した。デザインはビカリアをモチーフにした。 

－ 43 －



可視光通信のITキッドを組み込み温度計にして、スマホで温度を表示させた。 

                    

日 時：平成28年3月5日（計1回） 

場 所：岡山県勝田郡奈義町豊沢 

こども会集会室 

参加者：【PM13：00～ エコ教室】幼稚園名生3名、町民10名  

担 当：デザイン学部デザイン工学科 准教授 児玉由美子（代表者） 

 

 

（１５）写真ワークショップ 

写真ワークショップ〈PHOTO STADIUM〉 

概 要：写真作品の制作に関する基礎的な知識及び実

践講座を経て撮影を行った。倉敷アイビースク

エア内アイビー学館で開催される PHOTO  

STADIUM 展示に向けての応募作品としての完

成を目指し、参加者計39名がそれぞれの応募

作品を提出した。PHOTO STADIUMグランプリ選

出作品は倉敷フォトミュラルｆ個展部門展示

において、倉敷アイビースクエア内アイビー学館で展示した。 

  日 時：【A日程】平成27年8月14日、8月15日 

    【B日程】平成27年8月16日、8月17日   

      （計4回） 

  場 所：倉敷市民会館（第1会議室〜第5会議室） 

  参加者：【A日程】25名 【B日程】14名 

  担 当：デザイン学部造形デザイン学科 准教授 北山由紀雄（代表者） 

 

写真ワークショップ〈親子対決フォト・ワークショップ〉 

概 要：デジタル一眼レフカメラを用いての写真撮

影を行った後、小学生とその保護者が別会

場に分かれて、それぞれが倉敷フォトミュ

ラルfへの応募作品の制作を行った。また、

小学生参加者は、これ以外に各自フォトフ

レームの制作を行った。倉敷フォトミュラ

ルｆへ応募した親子それぞれの作品を、倉

敷アイビースクエア内アイビー学館で展

示した。 
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 日 時：平成27年8月22日、23日（計2回） 

場 所：倉敷市民会館（第1会議室〜第5会議室） 

参加者：【22日】15組28名 【23日】15組30名 

担 当：デザイン学部造形デザイン学科 准教授 北山由紀雄（代表者） 

 

 

（１６）高梁市成羽美術館との連携によるデザイン活動 

概 要：造形デザイン領域の教員３名と３年次生５名が、高梁市成羽美術館との連携によるデザイ

ン活動に取り組んだ。化石の研究者によるレクチャーの

聴講や美術館収蔵品の見学調査を実施したうえで、ミュ

ージアムショップのためのグッズを企画・提案した。さ

らに、商品化を想定しながら制作した成果物をミュージ

アムショップに展示し、岡山県高梁市の地域資産である

植物化石の魅力と産学官連携活動成果について幅広い

世代の一般市民に向けて公開した。 

日 時：平成27年7月18日から9月13日 （計50日間） 

場 所：高梁市成羽美術館ミュージアムショップ 

参加者：展示期間中 約2,400名 

担 当：デザイン学部造形デザイン学科 准教授 島田清徳（代表者） 

                 教授 難波久美子、助教 樫尾聡美 

 

（１７） 素材体験型ワークショップと研究発表会 

概 要：造形デザイン領域の教員 4名と大学院生 2名

及び学部 3年次生 7名が、幅広い世代の一般

市民に向けて、糸や布等の様々な素材を体験

できるワークショップを実施した。同時に展

覧会形式による研究発表会を実施し、セラミ

ックやテキスタイルの素材を利用した授業課

題作品や産学官連携事業のデザイン成果物等

を展示公開した。 

日 時：平成28年2月2日から2月7日 

（計6日間） 

場 所：山陽新聞社さん太ギャラリーおよび社屋ロビー 

参加者：展示期間中 115名 

担 当：デザイン学部造形デザイン学科 助教 樫尾聡美（代表者） 

     教授 難波久美子、准教授 島田清徳、准教授 真世土マウ 
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３．２ 行政への貢献 

３．２－１ 岡山県への貢献 

 本学の設置者である岡山県へは各種の委員会やイベントで多くの貢献を行ってきた。

本学は保健福祉学部、情報工学部、デザイン学部から構成されているが、以下のような

委員の応嘱状況である。  
 

 岡山県 岡山県 
教育委員会 

岡山県 
教育庁 

岡山県立 
美術館 合計 

保健福祉学部 ２１ ０ ２ ０ ２３ 
情報工学部 ４ ０ ０ ０ ４ 
デザイン学部 ７ １ ０ １ ９ 
合計 ３２ １ ２ １ ３６ 

 
保健福祉学部では、介護保健審査会、社会福祉審議会、子ども・子育て会議、健康おか

やま２１推進会議、食の安全・食育推進協議会など学部の特性に応じた委員会の他に、環

境審議会、都市計画審議会、芸術文化賞選考委員会などに貢献している。  
情報工学部では、高度情報化推進協議会、工業技術センター外部評価委員会などに貢献

している。  
デザイン学部では、建築審査会、都市計画審議会、屋外広告物審議会、文化財保護審査

会などの他に、土地開発審査会、環境影響評価技術審査会、おかやまＵＤシニアアドバイ

ザー会議などにも貢献している。  
また、共同研究・受託研究等の詳細は 53 頁を参照されたい。デザイン学部では学部の

特色を活かし、受託研究としてポスターやグッズ等のデザイン、動画やウェブサイトの作

成等を行っている。  
その他にも本学として、岡山県生涯学習センターの委託を受け、「岡山県生涯学習大学

主催講座」を開催している。詳細は 30 頁を参照されたい。  
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３．２－２ 市町村への貢献 

県内市町村及び県外への委員の応嘱状況は以下のようになっている。  
 保健福祉学部 情報工学部 デザイン学部 合計 
国 0 2 2 4 
総社市  23 3 3 29 
岡山市  3 1 1 5 
倉敷市  2 1 2 5 
津山市  1 0 0 1 
笠岡市  2 0 0 2 
備前市  2 0 0 2 
美作市  2 0 0 2 
浅口市  2 0 1 3 
真庭市  1 0 2 3 
井原市  0 1 0 1 
瀬戸内市  1 0 0 1 
美咲町  0 0 1 1 
広島県  0 0 1 1 
奈良県  4 0 0 4 
奈良県三郷町  1 0 0 1 
奈良県香芝市  1 0 0 1 
滋賀県大津市  2 0 0 2 
滋賀県守山市  1 0 0 1 
滋賀県草津市  3 0 0 3 
滋賀県野州市  1 0 0 1 
合計 52 8 13 73 
 

活動の内容は、保健福祉学部の応嘱が圧倒的に多く、内容的には地域の福祉、介護、子

育て、健康などに関するものが多くを占めている。 
なお、総社市との間では、平成 20 年に締結した包括連携協定に基づき様々な活動を行

っており、本学が有する知識や情報、研究成果を地域に還元する一方、総社市からはイン

ターンシップの提供等のサポート受ける相互支援体制を形成している。  
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（主な連携事業）  
［連携活動において地域に貢献したもの］ 

① 共同研究等の実施 

【共同研究・受託研究等(行政関係)実績（53 頁）を参照】
 
② 市民向けＰＲ事業 

ア 「夏休み県大探検」【8 月 21 日（金）ＡＭ、３学部対応】 

・参加者  78 名（市内小学生 44 名と保護者 34 名） 

・テーマ  「声って不思議、歌ってステキ♪」 

「不思議なカメラを使って遊ぼう！」 

「ロボットやキャラクタになってみよう！」 

「脳をだましてみよう！」 

         「木小屋くうかんを体験しよう」 
 

イ 「夏休み工作教室」【8 月 21 日（金）ＰＭ、デザイン学部対応】 

・参加者   42 名（小学生高学年 20 名と保護者 22）  

・内 容  「マーブルランプ作り」 

～自分でデザインしたマーブル模様の 

テーブルランプを作ろう！～ 
 
③ 県大そうじゃ子育てカレッジ 

【保健福祉推進センター実績（94 頁）を参照】
 
④ 総社市防災訓練【11 月 15 日（日）】 

  ・会 場  総社市立維新小学校 

  ・概 要  岡山県立大学消防応援隊 6 名が「知っておきたい防災知識」

を講演 

 

［連携活動において支援を受けたもの］ 

① 共通教育講義「大学で学ぶ」への講師派遣【5 月 27 日(水)】 

  「人間力」（講師：片岡市長） ※ 新入生約 400 名を対象 
 
② インターンシップの実施【8 月 7 日(金)～9 月 4 日(金)】 

    2～4 年生が参加、インターンシップ報告会では学生一人ひとりが体験で

得た成果を報告するとともに総社市へ提言を行った。 
 
③ 中国南昌大学校の日本語・日本文化生活体験研修 

【7 月 28 日(火)～8 月 5 日(水)】

本学が中国南昌大学から語学研修生 11 名を受入れ実施 

総社市は市内観光、総社市民との交流やホームステイの実施等で支援 
 

 ④ ハサヌディン大学民族舞踊グループ受入【11 月 6 日(金)～10 日(火)】 

    インドネシアハサヌディン大学から約 20 名の学生を受入れ実施 

     

 

  

－ 48 －



 

 

３．２－３ 各種委員・講師の応嘱（行政関係） 

 
本学における平成２７年度の各種委員の応嘱の状況は、次のとおりである。 

区  分 
国・独立
行政法人

県 市町村 計 

保健福祉学部 ４ ２４ ３６ ６４ 

情報工学部 ８ ５ ２ １５ 

デザイン学部 １ １２ １０ ２３ 

合  計 １３ ４１ ４８ １０２ 

（注）公表を制限されているものを除く 

本学における平成２７年度の講師派遣の状況は、次のとおりである。 

区  分 
国・独立
行政法人

県 市町村 その他 計 

保健福祉学部 ０ １８ １２ ０ ３０ 

情報工学部 ０ ０ ４ ０ ４ 

デザイン学部 ２ ９ ３ ０ １４ 

合  計 ２ ２７ １９ ０ ４８ 

 

A． 各種委員の応嘱 

保健福祉学部  
氏名 従事先 従事内容 

井上 幸子 岡山市教育委員会 岡山市問題行動等対策委員会委員 

二宮 一枝 岡山市 岡山市開発審査会委員 

山本 浩史 倉敷市 倉敷市介護認定審査会委員 

久保田  恵 倉敷市教育委員会 
平成 27 年度スーパー食育スクール事業に係る推進委

員会委員 

二宮 一枝 

総社市 

総社市医療費適正化推進委員会委員 

桐野 匡史 総社市障害支援区分認定審査会委員 

久保田  恵 「子育て王国そうじゃ」まちづくり協議会委員 

井上 幸子 総社市障害支援区分認定審査会委員 
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氏名 従事先 従事内容 

井上 幸子 

総社市 

総社市障害者施策推進協議会委員 

周防 美智子 ひきこもり支援等検討委員会委員 

二宮 一枝 総社市介護保険運営協議会委員 

二宮 一枝 総社市建築審査会委員 

二宮 一枝 第 1･2 回全国屈指福祉会議委員 

平松 智子 総社市働く婦人の家運営委員会委員 

吉本 孝司 総社市国民健康保険運営協議会委員 

近藤 理恵 第 1・2 回全国屈指福祉会義委員 

近藤 理恵 総社市特別職報酬等審議会委員 

京林 由季子 総社市人権教育推進協議会委員 

近藤 理恵 「子育て王国そうじゃ」まちづくり協議会委員 

近藤 理恵 平成 26･27 年度第 1 回総社市総合計画審議会委員 

近藤 理恵 総社市子ども・子育て会議委員 

中野 菜穂子 「子育て王国そうじゃ」まちづくり協議会委員 

樂木 章子 日本語教育事業運営委員会委員 

藤井 保人 総社市男女共同参画推進審議会委員 

坂野 純子 障がい者理解啓発パンフレット作成委員 

坂野 純子 総社市男女共同参画推進審議会委員 

中村 孝文 
浅口市 

浅口市障害支援区分認定審査会委員 

佐藤 ゆかり 浅口市介護認定審査会委員 

岸本 妙子 瀬戸内市 瀬戸内市地産地消ヘルシーメニュー審査委員会委員 

久保田  恵 備前市 備前市健康づくり推進協議会委員 

村社  卓 
笠岡市 

笠岡市福祉施策審議会委員 

近藤 理恵 笠岡市子ども・子育て推進会議委員 

二宮 一枝 津山市 津山市健康づくり推進審議会委員 

竹本 与志人 美作市 美作市介護保険事業計画策定委員会委員 

周防 美智子 奈良県生駒郡三郷町 第 1 回 三郷町介護保険運営協議会委員 

周防 美智子 滋賀県守山市 守山市いじめ問題第三者調査委員会委員 
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情報工学部  
氏名 従事先 従事内容 

岸原 充佳 文部科学省科学技術政策

研究所 

科学技術専門家ネットワーク専門調査委員 

滝本 裕則 科学技術専門家ネットワーク専門調査委員 

髙戸 仁郎 岡山市 岡山市スポーツ推進審議会委員 

菊井 玄一郎 井原市 井原市情報化推進懇談会委員 

 
デザイン学部  

氏名 従事先 従事内容 

齋藤 美絵子 岡山市 岡山市景観審議会委員 

福濱 嘉宏 倉敷市 倉敷市住生活基本計画審議会委員 

村木 克爾 

総社市 

総社市総合計画審議会委員 

森下 眞行 総社市吉備線設備方針等検討委員会委員 

齋藤 美絵子 総社市放送番組審議会委員 

齋藤 美絵子 浅口市 浅口市都市計画審議会委員 

三原 鉄平 真庭市 真庭市指定管理者選定審議会委員 

 

Ｂ． 講師派遣 

保健福祉学部  
氏名 従事先 従事内容 

周防 美智子 

奈良県教育委員会 

家庭の教育向上のための保護者対応ステップアップ

研修講座 

周防 美智子 ブラッシュアップ研修講座講師 

周防 美智子 
奈良県スクールソーシャルワーカー活用事業におけ

るスーパーバイザー 

周防 美智子 中学校・高等学校生徒指導連絡協議会講師 

中野 菜穂子 岡山市 「生涯現役社会づくり検討会」 

平松 智子 総社市 栄養委員研修会（講話と調理実習）講師 

木本 眞順美 真庭市 「食物アレルギーへの対応について」 

久保田  恵 備前市 
乳幼児健診栄養相談従事者のスキルアップを目的と

した勉強会 

池田 隆英 美作市教育委員会 美作市内幼稚園・保育園職員研修会講師 
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氏名 従事先 従事内容 

周防 美智子 
草津市教育委員会 

草津市学校問題サポートチーム会議・スーパーバイザ

ー 

周防 美智子 草津市グレードアップ連絡会講師 

周防 美智子 

大津市教育センター 

教育相談～教育相談の実際～ 

周防 美智子 
教科等領域別研究部会 生徒指導部会 公開研修講座

講師 

周防 美智子 滋賀県野州市 「適応指導支援講座・野州市教師育成塾Ⅶ」講師 

周防 美智子 草津市 草津市教職員夏期研修講座講師 

周防 美智子 奈良県香芝市 香芝市教育講演会講師 

 
情報工学部  

氏名 従事先 従事内容 

綾部 誠也 総社市 
健康フェスティバル講師「健康体力相談～健康づくり

のために最適な運動の測定・相談～」 

綾部 誠也 
総社市教育委員会 

そうじゃわくわくフェスティバル体力測定コーナー

講師 

犬飼 義秀 そうじゃわくわくフェスティバルバレーボール講師 

渡辺 富夫 倉敷市 
平成２７年度高梁川流域連携中枢都市圏ビジョン懇

談会意見交換 

 
デザイン学部  

氏名 従事先 従事内容 

岩本 弘光 林野庁 

まちと森林をつなぐ木づかい全国キャラバン講師「木

の利用で、暮らしが変わる。地域が変わる。～木材利

用の価値とこれからの可能性」 

柴田 奈美 国立療養所邑久光明園 「楓」俳句欄の選者 

吉原 直彦 広島県 第３回新県美展（第６７回広島県美術展） 

関﨑  哲 倉敷市立美術館 実技講座講師「銅版画・石版画」 

岩本 弘光 真庭市 
北房地域新保育・教育環境整備事業への政策アドバイ

ザー 

柴田 奈美 美咲町教育委員会 「第１９回さくらのうた」俳句部門審査員 
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３．２－４ 共同研究・受託研究等（行政関係） 

 

Ａ． 共同研究 

相手方 題目 研究代表者 

総社市 
総社市における一人親世帯の子どもの現状と支援策に関

する調査研究 

保健福祉学部  

近藤 理恵教授 

総社市 

総社市防災情報総合ウェブサイト「家族だそうじゃ！みん

なで減災・みんなのために！」のデジタル版ハザードマッ

プ部分の多言語化（日本語・英語・ポルトガル語・中国語） 

デザイン学部 

齋藤 美絵子准教

授 

 

Ｂ． 受託研究 

相手方 題目 研究代表者 

岡山県 
（農林水産部農政企

画課） 
県産農林水産物の機能性調査事業 

保健福祉学部  

伊東 秀之教授 

笠岡市 地域福祉に関するアンケート調査研究 
保健福祉学部 

村社 卓教授 

３Ｒキャラクタープ

ロジェクト実行委員

会 

３Ｒプロジェクトごみの分別啓発事業 
デザイン学部  

嘉数彰彦教授 

岡山県 
(総合政策局公聴広報

課) 
戦略的な情報発信に係る共同研究事業 

デザイン学部  

嘉数彰彦教授 

岡山県 
（都市計画課） 

岡山後楽園情報提供アプリ機能追加業務 
デザイン学部  

嘉数彰彦教授 

岡山県 
（おかやまマラソン

実行委員会事務局総務

企画課） 

おかやまマラソン入賞メダルデザイン作成 
デザイン学部  

西田 麻希子准教

授 

岡山県 
（産業労働部産業振

興課市町村課） 

おかやまグリーンバイオ・プロジェクト公式ウェブ
サイトのための情報デザイン 

デザイン学部  

齋藤 美絵子准教

授 

 

Ｃ． その他の外部資金 

相手方 題目 研究代表者 

中国経済産業局 

極短パルスレーザーとメッキによるパワー半導体ガラス基
板のマスクレス配線工法開発 情報工学部 

尾崎 公一教授 
3 次元 LSI ウェハ薄化を実現する革新的接合工法の開発 

岡山 ESD 推進協議会 
岡山市犬島地区を拠点とした次世代型 ESD 教育プログラ
ムの開発 

デザイン学部  

森下眞行教授 
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３．３ 企業等への貢献 

 

 この章では３．２で述べた自治体以外の共同研究、受託研究等について記載する。企業

等との関連では、共同研究・受託研究・教育研究奨励寄附金・その他の４つに分類できる。

学部別の件数は以下のようになっている。金額については第５章を参照されたい。 

 保健福祉学部 情報工学部 デザイン学部 合計 

共同研究 １３ １９ １３ ４５ 

受託研究 ２ １０ ７ １９ 

教育研究奨励寄附金 ７ ２２ ７ ３６ 

その他 １ ３ １ ５ 

合計 ２３ ５４ ２８ １０５ 
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３．４  人材の育成 

 ３．４－１ 保健福祉学部 

Ａ．看護学科 

昭和 22 年から平成 15 年の間に、保健婦規則による保健婦及び養護訓導の養成では 169
名、岡山県保健婦専門学院・岡山県公衆衛生看護学校における保健師・養護教諭一種の養

成では 2,348 名を輩出している。 

昭和 37 年の岡山県立高等看護学校開校から平成 26 年までの 52 年間でおよそ 2200 名

の卒業生を送り出し、概ね 1,450 名は岡山県内の看護職者として巣立ち、看護実践および

教育・研究、行政等の第一線で活躍している。また、平成 5 年の岡山県立大学保健福祉学

部看護学科開設時より学部教育の選択制として助産師教育を実施しており、4 年間で看護

師と助産師の国家試験受験資格を得ることができる県内唯一の大学である。平成 26 年ま

でに助産師課程の修了者 72 名の大半は、岡山県内の医療施設等に就職している。  
なお、保健師教育は法改正（修業年限延長）を機に、平成 25 年度から大学院前期課程

で行っており、全国では 2 番目の開設である。  
本学の卒業生は、地域を見守る看護専門職者として貢献している。  
 

（１）過去 5 年間の進路状況 

就職および進学希望者の内定率は 100％である。国家試験合格率は、表 2.4-1 のように、

看護師・保健師・助産師のいずれにおいても、5 年連続で全国平均を上回っている。就職

および進学希望者の内定率とその県内外の割合は図 2.4-1 の通りである。  
 

表 2.4-1 国家試験合格率（%） 

注：全国とは全受験者数に占める全合格者数の割合を示す  
全国大学とは新卒受験者数に占める大学新卒者の合格者数の割合を示す  

 
過去 5 年間の入学生の 65％（130 名）が岡山県出身者であり、そのうちの 85％（110

名）は看護職者として岡山大学病院や倉敷中央病院など県内屈指の医療施設や保健所等で

活躍している。  
 

看護師 保健師 助産師 

 本学 全国 
全国

大学
 本学 全国

全国

大学
 本学 全国 

全国

大学

H22 年度 100 回 100 91.8 98.3 97 回 95.8 86.3 89.7 94 回 100 97.2 97.9

H23 年度 101 回 100 90.1 97.3 98 回 92.9 86.0 89.2 95 回 100 95.0 96.0

H24 年度 102 回 100 88.8 96.0 99 回 100 96.0 97.5 96 回 100 98.1 99.2

H25 年度 103 回 97.6 89.8 97.0 100 回 100 86.5 88.8 97 回 100 96.6 97.6

H26 年度 104 回 97.7 90.0 96.9 101 回 100 99.4 99.6 98 回 100 99.9 100
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図 2.4-2 就職および進学者の内定率と県内外の割合（%） 

 
（２）県内看護学校・病院等の看護職者の養成 

 【主な看護研究支援施設と研究課題数】  
   患者へより質の高い援助を提供すること（業務改善）、後進の育成能力の向上や臨床

現場における看護師の看護研究能力の向上を目的とした看護研究に関する講義および

研究の講評などの支援を行っている。本学科教員は平成 22～26 年度の 5 年間でおよ

そ 450 名の看護師の養成へも寄与している。また、臨床アセスメント能力を向上する

目的で「卒業生里帰り研修」の事業を平成 26 年度から開始し、学部授業を卒業生が

聴講するとともに、在学生とのディスカッションを通して、相互に看護を深める機会

を持っている。  
◎公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院：30 題  

◎日本赤十字社岡山赤十字病院：60 題  
◎地方独立行政法人岡山県精神科医療センター：18 題 

【岡山県看護協会との連携】  
日本看護協会認定看護管理者規定により認定された教育機関の一つである岡山県看

護協会認定看護管理者教育課程委員会の委員として、教育課程（ファーストレベル・

セカンドレベル・サードレベル）の企画・運営・評価を行い、委員会活動の一環とし

て、教育修了者のフォローアップ研究の企画、運営、講評を行っている。平成 23 年

から 27 年度の 5 年間にわたり、岡山県看護協会が主催する認定看護師（糖尿病看護

分野、皮膚・排泄ケア）の共通科目および糖尿病看護分野の専門科目の講義・演習を

行った。岡山県の糖尿病分野の認定看護師の充足を持って、今年度でその教育を終了

した。さらに、看護師職能集会、岡山県実習指導者講習会、岡山県看護学会、保健師

職能集会等の講師として看護専門職の看護実践能力の開発・向上に努めている。  
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Ｂ． 栄養学科 

（１）栄養学科の教育状況 

 栄養学科は、人の体のしくみを理解したうえで、食品の科学、調理法から衛生管理、栄

養教育までの広い知識・技術を身につけ、健康づくり・疾病の予防、治療などに応用でき

る人材の育成をめざしている。そのため、食と健康の相互関係を科学する「生命科学とし

ての栄養学」に主眼を置き、「食物を摂取する人」を中心に据えたカリキュラムを編成し、

食品学、栄養学、生命科学を 3 本柱とする関連科目を体系的に教育している。表 2.4-3 に

示すように管理栄養士国家試験合格率は 90% 以上の高い水準を保っており、高度な専門

知識を習得した人材の育成を行っている。また栄養学科で取得可能な資格は表 2.4-4 のと

おりである。  
 

表 2.4-3 過去５年間の管理栄養士国家試験合格率 

卒 業 年 度 H21 年

度 
H22 年

度 
H23 年

度 
H24 年

度 
H25 年

度 
H26 年

度 

本学 90.0% 95.7% 97.6% 94.7% 90.2% 95.2% 

管理栄養士養成課程 全国・新

卒 

78.7% 81.4% 91.6% 82.7% 91.2% 95.4% 

全体（既卒、栄養士養成校含） 32.2% 40.5% 49.3% 38.5% 38.5% 55.7% 

 
表 2.4-4 栄養学科で取得可能な資格  
・栄養士  
・管理栄養士国家試験受験資格  
・食品衛生管理者（任用資格）  
・食品衛生監視員（任用資格）  
・栄養教諭一種免許状  

 
（２）栄養学科の就職・進学状況 

平成 27 年度の栄養学科の就職率は１月末現在で、35 名（95％）であった。産業別割合

は病院・医療施設 12 名（24％）、公務員 9 名（24％）、社会福祉事業（老人・介護・障がい

者・児童等)5 名（14％）、一般企業（食品・化学等）5 名（14％）、大学院 4 名（11％)、未

定 2 名であった。そのうち大学院を除く、管理栄養士・栄養士として就職するものは名 24

名（67％）、食品衛生監視員、食品分析等が 4 名（12％）、一般事務 3 名(9％)であった。 

おもな就職先としては、岡山県、三重県、由布市、総社市等の市町村行政機関、岡山県

栄養教諭および山口県、兵庫県、岡山県の学校栄養職員、倉敷中央病院、心臓病センター

榊原病院、島根大学医学部付属病院、済生会今治病院、淳風会健診センター等の医療機関、

ハートフルきらめき荘等の高齢者福祉施設や今保育園、岡山協立保育園等の児童福祉施設、

更に神戸屋、ファンケル等食品・化学企業における商品開発や品質管理業務など多岐にわ
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たる。これらの職務に対応可能な多数の優秀な卒業生を輩出している。  
 
 

（３）岡山県内専門職との連携及び支援 

 栄養学科教員は各自の専門性を活かし、岡山県内で活躍している卒業生を含む各職域の

管理栄養士・栄養士等の専門職と連携して教育・研究事業を実施するとともに、本学保健

福祉推進センターの所属組織である栄養学研究会の企画・運営や外部講師として講演する

際には研究成果に基づく最新の知見の情報提供や技術支援に努めている。以下にこれまで

実施した一例を示す。  
 
・集団給食従事者（保育園、学校、病

院、高齢者施設等）に対する支援：

各職域別に給食での食物アレルギー

対応の実際に関する講演を実施。特

に本学地域貢献特別研究で岡山県内

保育園を対象に実施した食物アレル

ギー対応実施時の危機管理に関する

研究の成果である「ヒヤリハット報

告書」を用いて研修を実施し、栄養

管理の向上に努めた。  
 
・行政栄養士に対する支援：市町村行

政栄養士が行う健康増進計画や食育推

進計画の評価・策定業務に関するスキ

ルアップ研修会や栄養改善協議会での

研修会講師を務めた。  
 
  

H21 岡山県保育協議会 笠岡支部研修会  
H22 備中保健所井笠支所、吉備中央町  

岡山県保育協議会 給食従事者研修会  
H23 備前保健所及び備前保健所東備支所で実

施 
岡山県保育協議会 久米苫田地区研修会

県大・保健福祉推進センター 栄養学研

究会 
H24 岡山県保育協議会 久米苫田地区研修会

県大・保健福祉推進センター 栄養学研

究会 
H25 真庭保健所  
H26 真庭市  
H27 瀬戸内市  

H22 倉敷市保健所 管理栄養士研修会  
岡山県市町村栄養士協議会研修会  

H23 岡山県市町村栄養士協議会研修会  
H24 岡山県市町村栄養士協議会総社支部研

修会 
H25 岡山県備前市栄養改善協議会  
H26 備前市、総社市、美作市栄養改善協議会

H27 備前市、総社市、美作市、浅口市栄養改

善協議会  
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・岡山県との連携  
保健福祉行政：保育所での栄養管理や

食育推進に関する研修会で講師を務め

た。 
教育委員会：栄養教諭を中核とした食

育推進事業で地域連携検討委員会委員

として生活習慣・食生活アンケート調

査の分析や事業への助言を実施、また

栄養教諭 3 年目研修会講師を務めた。

更に教職課程担当教員を中心に栄養教

諭免許更新講習を主宰し、栄養教諭の

リカレント教育の機会を提供するとと

もに講師を務めた。 
 
 
Ｃ．保健福祉学科 

（１）保健福祉学科のあゆみと教育実績 

 こんにちのような複雑化・高度化された社会において、人々が抱える生活問題に十分に

対応するためには、保健と福祉の両面の政策・サービスが融合された、新しい制度・サー

ビスの構築が必須である。このような時代背景のもと、保健福祉学科は、日本で初めて保

健福祉学の名称を用いた学科として平成5年4月に開学した。伝統的な社会福祉学に加え、

保健学（健康科学）、心理学、障害科学分野の教員も加わって、新しい保健福祉学の創造と

発展、現代的ニーズにマッチした知識と技術を有する社会福祉士の育成に力を注いできた。

以来、多数の優秀な人材を福祉分野に輩出しており、彼らの中には現在では、それぞれの

職場や地域で管理職・リーダーとして活躍している者も少なくない。また、平成 9 年度か

らは大学院修士課程を、平成 15 年度からは博士課程を設置し、高度専門職や教育・研究者

を社会に送り出している。施設長、職場の管理職・リーダー、団体代表、大学教員などと

して活躍している卒業生の中には、全国レベルで活動している者や、帰国後母国で保健福

祉学の教育・実践に携わっている者も多い。さらに、平成 25 年度からは、保健福祉学科は

「社会福祉学専攻」「子ども学専攻」の 2 専攻に分かれ、それぞれの教育理念に基づき、社

会福祉士と介護福祉士、幼稚園教諭と保育士の養成を柱として、少人数制教育による本格

的な専門職育成および大学院における高度専門職・研究者育成に取り組んでいる。 

社会福祉学専攻の中に設定されている介護福祉士養成教育では、平成 5 年に岡山県立大

学短期大学部で養成教育が始まり、13 期生までに約 650 名の介護福祉士を養成してきた。

卒業生の中には、大学の教員や施設管理者等、介護福祉の現場でリーダーとして活躍して

いる者が多い。平成 19 年には、短期大学部を発展的に改組し、保健福祉学部保健福祉学科

岡山県保育所研修会 乳児栄養（H21～H27）
保育園における食育の推進に関する研修会  
（岡山県、岡山市、備前市、赤磐市、美作勝

英地区、久米・苫田地区、久米南町、総社市、

笠岡市、真庭市、瀬戸内市、矢掛町で実施）  
寄島鴨方地区、岡山市、総社市内小学校教職

員研修会  
津山市・総社市・岡山市幼稚園協議会  
栄養教諭を中核とした食育推進事業  
（H23 笠岡市、H24 矢掛町、H25 早島町、

H26・27 倉敷市）  
栄 養 教 諭  3 年 目 研 修 講 習 会 の 講 師

（H25,26,27 年度）  
栄養教諭免許更新講習会の実施（主催県立大）
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に介護福祉コースを設置し、4 年制教育を開始している。公立 4 年制大学で介護福祉士を

養成しているのは、全国でも 5 校のみである。今後深刻化する高齢社会の様々なニーズに

対応するため、専攻では「ケアチームリーダー」「ケアマネジメント力」「介護福祉の専門

性の向上」「介護福祉士としてのリーダー」等の人材養成に向けたカリキュラムを構築して

いる。講義・演習では、基本的なケア技術の習得に加え、ケア技術の根拠となる原理原則

を演習の中で実験的に検証し、研究に発展させている。また介護実習においては、e ラー

ニングを導入し、実習巡回時の対面指導と遠隔指導を組み合わせ、さらに積極的に学習効

果を上げる指導体制を整えている。 

 一方、子ども学専攻は、岡山県における保育士養成事業の伝統を受け継ぐものである。

日本では戦後間もない昭和 23 年に児童福祉法が施行され、児童の健全な育成を担う施設と

しての保育所等の児童福祉施設や、保育に従事する専門職としての保育士（当時は保母）

資格の法的基盤が整備された。岡山県における保育士養成事業は、他県の 11 校とともに全

国で最も早く、岡山県立保育専門学園において昭和 25 年から開始されている。保育士養成

課程が岡山県立短期大学に移行された昭和 43 年からは、幼児の健全育成に携わるもう１つ

の柱である幼稚園教諭の養成課程を設置して、岡山県立大学短期大学部での教育を経て現

在に至っている。卒業生の多くは、幼稚園・保育園の職員として巣立っていく。その中に

は、現在では園長などの指導的立場で活躍している者も多い。大学・専門学校で教員研究

に従事している者もいる。また、行政機関で児童育成や子育て支援に関わり、教育委員会

の仕事をしている卒業生もいる。そして、平成 19 年からは保健福祉学科の中で保育者育成

を行っており、児童養護施設や障害児施設、子育て支援センターに勤務する者も増えてい

る。今後は、未就学児に教育と保育を一体的に提供する認定こども園など、卒業生の活躍

の場はますます広がっていくことが期待されている。このような本学科における高い教育

力は、実績としても高い就職・進学率、社会福祉士国家試験合格率となって現れている。 

（２）就職・進学状況 

保健福祉学科の就職率は、毎年ほぼ 100%である。平成 26 年度の場合（就職希望者 55 名）、

①国家公務員（法務教官）1 名、②地方公務員（一般事務・福祉区分）4 名、（福祉専門職）

3 名、（保育士）1 名、③医療機関（医療ソーシャルワーカー）5 名、（医療事務）1 名、（介

護福祉士）3 名、④社会福祉施設（相談員）4 名、（介護福祉士）10 名、（生活支援員）7

名、（保育士）4 名、⑤私立保育園（保育士）6 名、⑥一般企業（金融機関、教育産業等）3

名、（福祉サービス企業）2 名、⑦非営利団体（一般事務）1 名であった。この内、県内就

職者 41 名（内、県外出身者 2 名）、県外就職者 14 名（内、U ターン就職者 11 名）である。 

進学は、大学院進学者（岡山県立大学、神戸大学）2 名、専門学校進学者 2 名であった。 

主な就職活動へのサポートとしては、①本学就職資料室及び就職相談（カウンセラー）

の利用に関する情報提供及び本学就職ガイダンス開催の案内、②本学求人ＮＡＶＩシステ

ム利用に関する指導、③学科職担当教員による個別就職相談対応及び指導、④医療・福祉

事業所合同就職説明会の開催、⑤3 年次生就職ガイダンス（4 年生就職体験談）の実施、⑥

－ 60 －



図 2.4-6 ３学科の工学分野 

就職掲示板への求人票の掲示やメール等による求人情報の提供など積極的に実施している。 

（３）社会福祉士国家試験合格状況 

社会福祉士の国家試験において、本学科はこれまで全国的にも高い合格率を示している

（表 2.4-5）。学科では、国家試験合格に向けて模擬試験の実施、学生による自主的な学習

会のサポート等を行うなど、国家資格取得に向けた学生の意欲向上に努めている。 

 

表 2.4-5  過去 5 年間の社会福祉士合格率 

 合格率 
（％） 

全国福祉系大学内順位
（10 人以上受験校） 

全体合格率 
（％） 

平成 22 年度 78.6 15/195 28.1 

平成 23 年度 81.8 6/216 26.3 

平成 24 年度 51.8 18/218 18.8 

平成 25 年度 84.5 10/216 27.5 

平成 26 年度 76.8 8/219 27.0 

     ※合格率は新卒、全国福祉系大学内順位は新卒と既卒を合わせたものである。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソーシャルワーク演習の授業風景 

 

３．４－２ 情報工学部 

【方針】 
情報工学部では、情報技術を活用して、人間

および自然との調和を図りながら高度情報化社

会の持続的発展に貢献できる技術者の育成を目

指し、3 つの学科を設置している。すなわち、3
学科に共通する基盤技術としての情報工学に加

え、 ''＋α ''の知識を得ることにより、将来を見

据えた技術者人材（シーズ）を育成している。 
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大学院

 情報通信工学科では、情報通信技術（ICT）を支える情報工学、通信工学、電子工学に

関する幅広い知識と応用力、創造力を身に付けた技術者、  
 情報システム工学科では、情報工学、機械工学、インタフェース工学に基づいた領域横

断型の感性を持った新たな工学的価値の創出に参加できる技術者、 
 人間情報工学科では、「人間中心の設計思想」に基づき、情報工学、人間工学、機器設

計工学に関する知識を融合的に身に付けた技術者の育成を目指している。  

【実績】  
平成 26 年度には、153 名が学部を卒業、75 名が大学院を修了した。  
このうち、大学院（博士前期課程）への進学者 71 名を除く 157 名の技術者の卵を社会

に送り出した。岡山県内への就職者は学部卒業生 42 名（就職者の約 56%）、大学院修了生

12 名（就職者の約 24%）となっている。岡山県内のみならず、日本全国各地での活躍が

期待されている。就職先業種は、情報工学部の育成方針に沿った製造業、情報サービス業

が中心であり、特に、大学院修了者の約 92%が、専門性を活かすべく、製造業および情報

サービス業に就いている。今後とも、岡山県の産業振興に寄与する人材を育成すると共に、

日本全国あるいは世界に向けたグローバルな技術者の育成に、教員一丸となって取り組ん

でいく。  
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

図 2.4-7 平成 26 年度卒業生・修了生の進路状況  

情報工学部   
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デザイン工学科（学部）造形デザイン学科  

デザイン工学専攻（大学院）造形デザイン学専攻  

３．４－３ デザイン学部 

【方針】 
デザイン学部では、情報化、グロ－バ

ル化など刻々と変化する社会にあって、

社会動向を的確に把握することにより課

題を自ら発見し、それをデザインによっ

て表現・解決することを通じて、豊かで

新しい生活と文化の形成に必要なデザイ

ン専門力とマネジメント能力を有する、

地域と世界に貢献できる人材の育成を目

指している。目指す人材像は次のとおり

である。  
・人間・社会・自然に関する十分な情報

分析ができ、それを応用できる構成力及

びデザイン力を身に付けている人材。 

・豊かな教養と高い人間性を基礎として、新たな生活と文化の価値を創造する能力を身に

付けている人材。 

・発想・想像力、課題発見・解決力及び企画提案力を身に付けている人材。 

・国際化に対応できる外国語によるコミュニケーション能力及びグローバルな視点を身に

付けている人材。 

・常に知的好奇心を持ち、学習継続意欲を身に付けている人材。 

【実績】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 26 年度には、94 名が学部を卒業、10 名が大学院（修士課程）を修了した。このう

ち岡山県内への就職者は学部卒業生 25 名（就職者の約 39%）、大学院修了生 4 名（就職者

の約 50%）となっている。岡山県内のみならず、日本全国各地での活躍が期待されている。

デザイン学部 大学院 
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近年、一般企業からの求人も多く、就職先業種は、一般企業の広報部門からデザインの専

門職まで多岐にわたっている。中には、起業や作家活動をする卒業生もいる。今後とも、

岡山県内だけでなく、日本全国あるいは世界に向けた信頼されるグローバルな活躍ができ

るデザイナーの育成に、取り組んでいく。  
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３．５ その他の貢献 

３．５－１ 各種委員等への派遣（行政関係以外） 

県立大学では３．２の行政以外でも人材面で多くの貢献を行っている。それを本章でま

とめる。 

 
  本学における平成２７年度の各種委員の応嘱の状況は、次のとおりである。 

区  分 教育機関 
協議会 ・ 

 各種団体等 
計 

保健福祉学部 ４ ４７ ５１ 

情報工学部 ２ １７ １９ 

デザイン学部 ０ ８ ８ 

合  計 ６ ７２ ７８ 

  

  本学における平成２７年度の講師派遣の状況は、次のとおりである。 

区  分 教育機関 
協議会 ・ 

 各種団体等 
計 

保健福祉学部 ４４ ６４ １０８ 

情報工学部 ６ ８ １４ 

デザイン学部 １４ ７ ２１ 

合  計 ６４ ７９ １４３ 

        

  本学における平成２７年度の非常勤医師、非常勤講師及び役員の派遣の状況は、次の 

  とおりである。 

区  分 非常勤医師 非常勤講師 役  員 計 

保健福祉学部 ８ ２８ ０ ３６ 

情報工学部 ０ １４ ４ １８ 

デザイン学部 ０ ６ ２ ８ 

合  計 ８ ４８ ６ ６２ 
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表彰式後の記念写真        

３．５－２ 職員表彰 

Ａ．学内表彰 

本学の職員表彰規程に基づき、職務上の功績が顕著であった尾崎公一教授（情報工学部

学部）、野津 滋教授（情報工学部）が表彰され、９月１７日に理事長(学長)から表彰状と

記念品が授与された。 

 

（表彰理由） 

（１）尾崎教授 

      共同研究等による社会貢献に積極的かつ継続的に取り組んでおり、マグネシウム

合金及びアルミニウム合金製部品の低コスト化・高付加価値化に関する顕著な共同

研究実績など、岡山県内中小企業の新技術開発に関して数多くの実績をあげたこと

が高く評価された。 

 

（２）野津教授 

開学以来、一般情報処理教育、情報系工学研究科、スポーツシステム工学科(現人

間情報工学科）の立ち上げや大学機関別認証評価など、大学組織や教育体制の整備・

充実及び教育改革に精力的かつ主体的に取り組み、大きな実績をあげたことが高く

評価された。 
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Ｂ．学外表彰 

 

保健福祉学部 教授 住吉 和子 Asia Future Conterence 2014 Best Poster Prize 

保健福祉学部 教授 山下 広美 平成 27 年度栄養士養成功労 

保健福祉学部 教授 伊東 秀之 日本生薬学会学術貢献賞 

保健福祉学部 教授 近藤 理恵 国際ソロプチミストアメリカ日本西リジョン第 29回リジョン

大会ルビー賞 

情報工学部 教授 渡辺 富夫 IEEE RO-MAN2015(The 24th IEEE International Symposium on 

Robot and Human Interactive Communication) Best 

Interactive Presentaion Award 

情報工学部 教授 渡辺 富夫 IEEE RO-MAN2015 (The 24th IEEE International Symposium on 

Robot and Human Interactive Communication) KAZUO TANIE 

AWARD 

情報工学部 教授 佐藤 洋一郎 IEEE RO-MAN2015 (The 24th IEEE International Symposium on 

Robot and Human Interactive Communication) KAZUO TANIE 

AWARD 

情報工学部 助教 瀬島 吉裕 IEEE RO-MAN2015 (The 24th IEEE International Symposium on 

Robot and Human Interactive Communication) KAZUO TANIE 

AWARD 

情報工学部 教授 若林 秀昭 JSST2015（The 34th JSST Annual Conference International 

Conference on Simulation Technology）Outstanding 

Presentation Award 

情報工学部 助教 瀬島 吉裕 岡山工学振興会科学技術賞 

デザイン学部 助教 上田 篤嗣 「海の湖」浜名湖観光圏ロゴマーク優秀賞 

※職名は受賞当時のものです。 

 

 

 

 

－ 67 －







－ 70 －



－ 71 －



－ 72 －



－ 73 －



－ 74 －



－ 75 －



－ 76 －



－ 77 －



－ 78 －



－ 79 －



４．２ 産学官連携推進センター 

 

４．２－１ 企業等と連携した研究活動 

 

平成２７年度は第２期中期計画の

３年目に当たる。中期計画で他の各研

究の目標件数は、それぞれ年平均で共

同研究４３件、受託研究２７件、教育

研究奨励寄附金等４１件である。 

平成２７年度の目標件数と実績は、

共同研究：目標４４件に対して実績４

７件、受託研究：目標３０件に対して

実績２７件、教育研究奨励寄附金等：

目標５３件に対して実績４５件となった。件数でいえば教育研究奨励寄附金が大きく目標

に達することができなかったものの、金額面で言えば全体で目標８７，０００千円に対して

１０３，２５７千円（１１８．７％）と目標並びに昨年実績の８２，９１５千円を上回った

（１２４．５％）。 

一部を除いて地場の中小企業においてはまだ経営環境は厳しく、交流会などでコーディ

ネータに相談はあるものの共同あるいは受託研究実施まで繋がるものは少ない。今後とも

地域に根ざした本学の存在感を出すべく活発な産学官連携活動を進めたい。また相談に対

して敷居の低い大学として地元企業に認められるよう一層の努力をしていく。 

 

 

 

（１）共同研究 

産学官連携推進センターは普段からの自治体、支援機関、

金融機関、経済団体等が主催する各種交流会、セミナー及び

展示会に参加することにより企業ニーズの探求をしてき

た。 

各教員の学会活動や企業との交流会などの地道な努力に

より、本年の共同研究の件数は４７件となった。 

 

 

 

 

 

共同研究風景 
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（２）受託研究 

受託研究は公的機関からの委託研究や民間企業と共同で公的競争的資金獲得に基づくも

のが多い。この研究はここ数年２３～２９件で推移している。公的機関からは各種事業に関

係した啓発的なデザインの受託研究が多かった。 

本年の総数２７件のうち半分近くがデザイン学部で実施したものである。 

 

（３）教育研究奨励寄附金等 

教育研究奨励寄附金は外部の企業・団体から本学の教育・研究奨励のために寄附されるも

ので、本学の日ごろの社会貢献活動が反映されているとも言える。件数は４５件で、昨年実

績の５０件には及ばなかったが過去実績では２番目に多い件数であった。今後ともニーズ

にあった社会貢献に取り組みたい。 

 

（４）外部競争的資金への応募支援 

産学連携コーディネータが関与する外部競争的資金としては JST の A－STEP（シリーズ探

索型など）、中国産業創造センター新産業創出研究会などが該当する。 

本年度は、新産業創出研究会で「ロボットのコミュニケーション深度を高める身体動作を

自動作成するボードの開発」を行った。 
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４．２－２ アクティブ・ラボ 

アクティブ・ラボ（出前研究室）は教員とコーディネータが企業・団体に出向き、本学研

究シーズ紹介、訪問先企業の抱えている課題

ヒアリングや情報交換を行う場で、地域社会

に役立つ実学を行う場として位置づけられて

いる。訪問先は日常的な技術相談や産業支援

機関からの紹介で決まる場合が多い。事前に

企業情報を入手して概略の把握をしてから訪

問している。 

訪問先で意見交換をする中でニーズとシー

ズがマッチして共同研究をするに到るケースもある。本年度は４０企業・事業所を訪問し延

べで５１人の教員が参加した。学部別では、デザイン学部が１８名、保健福祉学部が１７名、

情報工学部が１６名であった。 

 

平成 27 年度 アクティブ・ラボ実績 

N0. 実施日 担当教員 N0. 実施日 担当教員 

1 4 月 15 日 中西俊介准教授（デ） 13 7 月 28 日 尾崎公一教授（情） 

2 5 月 19 日 尾崎公一教授（情） 14 7 月 28 日 齋藤誠二准教授（情） 

3 5 月 28 日 尾崎公一教授（情） 15 8 月 4 日 
森下眞行教授（デ） 
三原鉄平助教（デ） 

4 6 月 23 日 尾崎公一教授（情） 16 8 月 5 日 小武内清貴助教（情） 

5 6 月 26 日 
入江康至教授（保） 

田中晃一准教授（保） 
17 8 月 11 日 西田麻希子准教授（デ） 

6 7 月 1 日 
森下眞行教授（デ） 

三原鉄平助教（デ） 
18 8 月 20 日 三原鉄平助教（デ） 

7 7 月 3 日 西田麻希子准教授（デ） 19 9 月 9 日 森下眞行教授（デ） 

8 7 月 3 日 齋藤誠二准教授（情） 20 9 月 9 日 尾崎公一教授（情） 

9 7 月 7 日 尾崎公一教授（情） 21 9 月 10 日 三原鉄平助教（デ） 

10 7 月 7 日 小武内清貴助教（情） 22 9 月 28 日 田中晃一准教授（保） 

11 7 月 14 日 
山下明美教授（デ） 

三原鉄平助教（デ） 
23 10 月 1 日 難波久美子教授（デ） 

12 7 月 27 日 入江康至教授（保） 24 10 月 8 日 高戸仁郎教授（情） 
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25 10 月 15 日 岸本妙子教授（保） 33 12 月 25 日 田中晃一准教授（保） 

26 10 月 16 日 山下明美教授（デ） 34 1 月 7 日 山下広美教授（保） 

27 10 月 19 日 
山下明美教授（デ） 

岸本妙子教授（保） 
35 1 月 21 日 谷口敏代教授（保） 

28 11 月 9 日 田中晃一准教授（保） 36 3 月 4日 
山下広美教授（保） 

田中晃一准教授（保） 

29 11 月 17 日 
綾部誠也准教授（情） 

齋藤誠二准教授（情） 
37 3 月 15 日 田中晃一准教授（保） 

30 11 月 27 日 
田淵真愉美准教授（保） 

我如古菜月助教（保） 
38 3 月 16 日 

村木克爾准教授（デ） 

高戸仁郎教授（情） 

市川正美准教授（情） 

31 12 月 11 日 田中晃一准教授（保） 39 3 月 28 日 
中西俊介准教授（デ） 

西田麻希子准教授（デ） 

32 12 月 18 日 尾崎公一教授（情） 40 3 月 30 日 田中晃一准教授（保） 

（凡例） (保)：保健福祉学部、(情)：情報工学部、(デ)：デザイン学部 
 
 

４．２－３ 学外組織との連携・協働活動 

産学官連携推進センターでは各金融機関、経済団体、産業支援機関等が主催するセミナー、

交流会、相談会等のイベントに積極的に参加した。これらの活動を通じて本学シーズと社会

ニーズのマッチング、情報収集並びに人的交流を行っている。 

 

（１）各種支援機関との協働 

① 岡山・産学官連携推進会議 

本会議は産学官の連携・協働の動きを強化し、県民力を結集して産業振興を図るための組

織として、経済団体、行政、支援機関及び大学等県内の主要機関（２０機関）が連携して平

成１５年に設立されたものであり、「交流の場の提供」、「企業人材の育成事業」、「インター

ンシップ制度の充実」、「産学官連携情報提供」などを行っている。産業界６、大学等１３、

行政４、その他６機関の計２９機関で構成されている。 

 

ア 産学官連携交流会 

平成２２年度から地域産業団体、企業と大学・研究者との交流を目的として開催されてい

る。本年度は笠岡市で始めて交流会が開催され、新見市でも昨年に引き続き開催された。 

 

【本年度の活動】 

 ◆幹事会・セミナー、シンポジウム ２回 
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 ◆ワーキンググループ    ２回 

 ◆産学官連携交流会（笠岡、新見）各１回 

 

② 岡山リサーチパーク研究・展示発表会 

岡山リサーチパークに関係する企業・大学・研究機関の研究成果を発表する。また、その

成果を県内に広めるため交流・相談の場を提供し、事業化に向けた積極的な産学官連携を推

進し、県内の産業に貢献することを目的として毎年行われている。第２０回を迎えた本年は

本学から７件の展示を行い、うち２件のプレゼンテーションを行った。（詳細は 78 頁） 

【本年度の活動】 

 ◆研究・展示発表会 １回 

 

③ 県内支援機関 

ア 岡山県産業振興財団 

【本年度の活動】 

 ◆各種セミナー ６回 

 ◆支援制度説明会 ３回 

  

イ 岡山県中小企業団体中央会 

【本年度の活動】 

 ◆事業説明会 ２回 

  

④ 金融機関との連携活動 

本学は平成２０年に中国銀行、トマト銀行、おか

やま信用金庫の三行と包括協定を同時に提携し、県

内の中小企業を中心に産学連携活動を行っている。

本年は中国銀行及びおかやま信用金庫のビジネス

交流会に参加した。県内の信用金庫などが合同で行

う「しんきん合同ビジネス交流会」にも参加した。 

 

【本年度の活動】 

 ◆しんきん合同ビジネス交流会 １回  

第 11 回 平成２７年９月９日 コンベックス岡山    相談件数：４件 

 ◆中国銀行 ２回 

  ちゅうぎん産学官連携セミナー 平成 27年 10月 28 日 中銀本店 

                   （渡辺教授プレゼンテーション） 

6 次産業化交流会 平成 28 年 3 月 10日 中国銀行本店 相談件数：４件 

ちゅうぎん 6 次産業化交流会 
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 ◆トマト銀行 １回 

   トマト・アグリフードフェア 2015 平成 27年 8 月 6 日 相談件数：２件 

岡山コンベンションセンター 

 ◆信用組合合同（笠岡） １回 

   しんくみビジネスマッチング 平成２８年１１月１１日 相談件数：２件 

笠岡総合体育館 

 

⑤ 県立研究機関協議会 

岡山県立研究機関及び地方独立法人法により設置される研究機関の試験研究に関する情

報交換、技術交流等を通じて、技術の向上、研究開発の推進と研究機関の活性化を図り地域

振興に資するため設置された協議会である。 

◆機関長会議 １回 

 

⑥ さんさんコンソ（中国地域産学官連携コンソーシアム） 

文部科学省のイノベーションシステム整備事業大学等産学官連携自立化促進プログラム

（機能強化支援型）に、岡山大学・鳥取大学が共同で応募し採択され、平成２０年度から同

受託事業として実施されてきた。平成２４年度をもって文科省事業としては終了したが、平

成２５年度以降も両校が中心となり事業を継続し、中国地域の産学官連携活性化の一翼を

担うべく活動している。 

【本年度の活動】 

 ◆コーディネータ会議 ２回 

  知財セミナー １回 

 

⑦ その他 

 その他に以下の機関が主催した交流会やセミナーに参加した。 

  ◆岡山市、◆農工商ネットワーク、◆岡山テンペ協会、 

  ◆西日本医系大学知的財産管理ネットワーク、◆産業技術総合研究所 

  ◆岡山県６次産業化サポートセンター、◆岡山県異業種交流プラザ 

 

（２）技術分野別産学官連携組織・研究会などの協働 

① ミクロものづくり岡山推進会議 

ミクロものづくり岡山推進協議会は、精密生産技術を核とするミクロものづくり産業ク

ラスターの形成に向け、ミクロものづくりに関係する企業、大学、産業支援機関等で構成さ

れている。地域の総力をあげた取り組みを円滑かつ効果的に展開するため、関係者の意識の

統一を図るとともに、事業推進に当たっての基本方向について協議決定することを目的と

して、平成１６年８月に設立された団体である。 
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技術別の活動としては「半導体ネットおかやま」、「解析シミュレーションネットＯＫＡＹ

ＡＭＡ」、「おかやま電池関連技術研究会」、「おかやま生体信号研究会」などのサブネットが

ある。 

 

ア 解析シミュレーションネットＯＫＡＹＡＭＡ 

本学情報工学部の佐藤洋一郎教授が副会長を務める会で、本年度は岡山理科大学自然科

学研究所と共催でシンポジウムを開き二人の教員が発表をした。 

内部に４つの解析グループを持ち講習会やセミナーを行っている。 

【本年度の活動】 

 ◆運営委員会等 ４回 

◆フォーラム、シンポジウム ２回  

 

イ 半導体ネットおかやま 

本学情報工学部の末岡浩治教授が副代表を務める会で、平成１７年に発足した本会は研

究者・技術者のネットワーク形成、企業人教育への貢献、共同研究プロジェクトの構築など

を行ってきた。また、次のステップとして「基礎研究及び開発研究を活発化し、プロジェク

ト研究開発、ベンチャーの創出を目指し、岡山県の特徴ある半導体関連産業の活性化を図る」

という設立趣旨に沿った活動をしている。本学からは６名の教員が研究者として参加して

いる。 

【本年度の活動】 

 ◆例会 ２回 

 

ウ おかやま生体信号研究会 

本会は、ヒトの動き・脳波・筋電・心電・血圧など、ヒトをはじめとする生き物に由来す

る信号の総称である「生体信号」に関連する技術の研究を対象としている。具体的には、生

体信号の計測・処理技術，生体信号による機器制御技術、生体信号の診断応用・評価、並び

にその応用技術などの研究を行っている。 

本年は８月３１日に第２３回例会及び幹事会が本学で開催され４人の教員が発表した。 

【本年度の活動】 

 ◆定例会 ３回 

 

② おかやまバイオアクティブ研究会 

本会は、平成１９年岡山県下の大学および公的研究機関における研究者、並びに企業が会

員として参加し、生理活性およびそれに関連する物質に関する研鑽や情報交換及び人的交

流などを行い、岡山県下の食品・医薬品関連技術及び産業の発展に寄与することを目的とし

て発足した。 
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【本年度の活動】 

 ◆シンポジウム、委員会等 ３回 

◆見学会       １回  

 

③ 岡山県食品新技術応用研究会 

本会は、食品分野の新技術に対応できる人材の養成を目的として昭和６２年に設立され

た。現在、県内外の食品関連企業約５０社と個人・公的機関等の方々約４０名で構成され、

食品事業のための食品企業による食品セミナー/シンポジウムを開催し会員の資質向上を図

っている。 

【本年度の活動】 

 ◆研修会     ５回 

◆研修会兼シンポジウム/見学会 ６回  

 

④ NPO 中国四国農林水産・食品先進技術研究会（中四国アグリテック） 

農林水産業及び食品産業に関する企業、大学、試験研究機関の関係者を中心として、中国

四国地域の農林水産業及び食品産業の先端・先進技術に関わる研究開発とその実用化を促

進し、これらに関連する産業の発展に資することを目的として活動している。 

【本年度の活動】 

 ◆セミナー   １回 

◆運営委員会、総会  １回  
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４．３ 地域連携推進センター 

４．３－１ センターの新設にあたって 

本学第 2 期中期計画の基本方針の 1 つである「戦略的な地域貢献の取組の推進」を実

現するために、包括提携を締結している総社市、笠岡市，備前市、真庭市を中心として、

地に足の着いた地域貢献活動を推進していく。このための戦略的目標として、以下の 3

つを設定した。 

 

【戦略的目標】 

1）すべての世代が住み易く、活力・魅力のある地域づくり 

2）地域の特徴を活かした地場産業の創生・成長 

3）地域に必要とされる人材の育成・輩出 

これらの戦略的目標を実現するために、自治体、地域の方々、地場企業、NPO 等と協働

して、教員だけでなく学生も参加し、以下のような取組を進める。 

 

【地域の課題の掘り起しとその解決に関する取組】 

    フィールドワーク的な演習、地域インターンシップ、ボランティア活動の一環と

して、教員が学生とともに地域に赴き、自治体や地域の方々と膝を交えて、住み易

い地域づくりに向けた、地域の真の課題を掘り起す。解決に向けては、本学の研究

シーズや教育シーズとのマッチングを取り、学生も参加して課題に取り組む。 

 

【地場産業の創生・成長に関する取組】 

    本学の特色ある 3 つの学部の教員が協働かつ横断的に取り組んでいる領域研究プ

ロジェクトや地域貢献特別研究の成果を積極的に利用し、産官学連携推進センター

と協働し、岡山県の代表的な地場産業であるデジタルエンジニアリング産業の技術

力向上、閑谷学校や備前焼等の観光資源の事業化、米粉麺や果物などの地域特産物

のブランド化等に取り組む。 

 

【人材の育成・輩出に関する取組】 

    大学教育開発センターと協働し、地域課題の解決の取組を通して、自主性や協働

性を養い、課題設定能力や実用的な問題解決能力を身に着けることで、地域に必要

とされる人材の育成を行う。さらに、地域の課題だけでなく、地域の魅力を知るこ

とにより、地域を指向した人材の育成にも取り組む。  
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４．３－２ 主な活動実績 

 （１）COC+事業について 

①COC+事業における地域連携推進センターの役割 

「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+事業）」は、若者の東京一

極集中に歯止めをかけ、地域に定着させることを目的として、高等教育機関、自治

体、企業、NPO 等と協働して、学生にとって魅力ある雇用を創出・開拓すると同時

に、その地域が求める人材を養成するために必要な教育カリキュラムの改革を断行

する大学の取組を支援するものである。本学が代表校として採択された課題は、「地

域で学び地域で未来を拓く‘生き活きおかやま’人材育成事業」であり、教育改革、

域学連携及び産学連携の 3 つの主要な活動で構成される。詳細は、本誌 2．「地(知)

の拠点大学による地方創生推進事業(COC+)」を参照されたい。 

地域連携推進センターが主に担当するのは、言うまでもなく、域学連携であり、

以下の項目の実施が計画されている。  
（１）地域創生コモンズの設置と運営 

本学と包括提携を締結している総社市、備前市、真庭市及び笠岡市に、域学

連携、教育改革及び産学連携の場となる「地域創生コモンズ」を設置する。 

（２）地域の課題の掘り起こしと解決 

大学、自治体、NPO 団体及び地域が、公開講座や地域協働講座を開催するこ

とで、課題の掘り起しや解決策の検討を行う。 

（３）研究シーズの有効利用による地域の活性化 

研究シーズを、「地域創生コモンズ」を活用したワークショップを開催する

ことで地域貢献への道筋を議論する。重点テーマとしては、「子育て支援」、「困

窮家庭の児童・生徒支援」、「高齢者・障害者支援健康づくりとモニター」、「食

育支援」、「防災・減災支援」及び「まちづくり支援」等が挙げられる。 

 

②COC+事業に係る活動実績 

    ア 実施体制の整備について  
COC+事業における域学連携活動は、COC+推進企画委員会の下に設置された域

学連携 WG が主体となって推進することとなっている。域学連携 WG の業務は、 

(1)本学が進める域学連携事業の開発に関すること 

(2)本学が進める域学連携事業の開発に関すること 

であり、 

 (1)地域連携推進センター副センター長（グループ長） 

(2)地域連携推進センター幹事（副グループ長） 

(3)地域連携推進センター幹事（2 名） 

(4)本学教員 
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(5)COC+推進室員 

     により構成されるものである。本年度は、平成 28 年 1 月 20 日（水）に第 1 回

目を開催し、以後、2 月 12 日（金）、3 月 3 日（木）、3 月 31 日（木）の計 4 回

開催した。 

    イ 地域創生コモンズについて 

     ・真庭市：真庭市勝山振興局管内では、大学など高等教育研究機関と地域や企

業との関係を強化・継続させ、交流推進による地域活性化を目的とした「勝

山カレッジ」を設置する計画を推進している。勝山カレッジの設置目的と

地域創生コモンズの目的とが合致していることから、連携して推進するこ

ととし、勝山振興局内に地域創生コモンズを設置することとなった。本年

度は、設備や利用規定等の整備を行い、平成 28 年 4 月 25 日（月）に開所

式を開催することとなった。 

     ・笠岡市：4.3-2(2)④に記載した笠岡港住吉地区の待合所が新たに建設される

ことになり、この一角に地域創生コモンズを設置することとなった。開所

式は、待合所の開所式と開催することとなっており、平成 28 年 12 月 1 日

を予定している。 

     ・総社市：総社市から提案のあった清音福祉センター等を視察し、活動内容の

検討と並行して、設置場所の検討を進める。 

・備前市：伊部駅から徒歩数分の施設（現在，観光休憩所として利用）を第 1

候補として、検討を継続している。 

    ウ 研究シーズの有効利用による地域の活性化について 

      以下のような活動を実施した。 

・高齢者・障害者支援健康づくりとモニター：新規重点枠「笠岡諸島での

疾病予防・健康増進に向けた高齢者健康増進支援活動」として実施。 

・食育支援：4.3-2(2)①及び②を参照のこと。 

・防災・減災支援：4.3-2(2)③を参照のこと。 

・まちづくり支援：久世・勝山地域ののみどころ MAP の制作。 

 
 （２）地域連携活動について 

     主な地域連携活動は以下の通りである。 

   ①備前市食育推進専門委員会（平成 27 年 8 月 10 日） 

平成 27 年 8 月 10 日に備前

市役所において開催された

「備前市食育推進専門委員会」

に久保田准教授と本学保健福

祉学部栄養学科公衆栄養学研
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究室の学生 4 名が参加した。この会議では、「語り継ぎたい食べつぎたい備前の食

～地産池消をすすめるために～」をテーマとして、情報交換を行った。平成 27

年度の地域連携活動の一貫として、学生が主体となって作成した冊子「美膳の伝

道師 備男備女集めました」において取材に協力していただいた方々とともに、

取材を通しての気づきや学びなどを紹介した。 

 

   ②備前市栄養教室（平成 27 年 8 月 11 日） 

備前市民センターにおいて開催された「備前市栄養教室」に本学保健福祉学部

栄養学科公衆栄養学研究室の学生 3 名が参加し、健康講話「ベジ活のすすめ 簡

単 3step で健康美人 」と地産地消と郷土料理の普及をねらいとした「野菜たっぷ

りベジ活メニュー」の調理実習を実施した。ヒナビジョンや備前市広報誌で紹介

された。  
     

・がらエビの揚げ焼き丼  
・しらも和え（郷土料理）  
・なすとオクラの豆乳みそ汁  
・ピオーネわらびもち料理 

 

   ③消防応援隊 

地域防災の中核である消防団は、

団員数の減少や団員の高齢化など

の問題を抱えている。そこで岡山

県は、平成 27 年度、若者の消防団

への入団促進や消防団に対するイ

メージアップを図ることを目的と

して、岡山県大学消防応援隊育

成・活動支援事業を立上げた。本

学では、10 名の学生（保健福祉学部 7 名、情報工学部 3 名）が岡山県立大学消防

応援隊を結成・申請し、岡山県大学消防応援隊に認定された。平成 27 年 7 月 25

日に開催された結団式に、美作大学消防応援隊とともに出席した。そして、岡山

県総合防災訓練（8 月 30 日開催）、総社市防災訓練（11 月 15 日開催）等に参加し、

消防防災知識の普及啓発活動を行った。 
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   ④笠岡港（住吉地区）待合所のデザイン 

笠岡諸島へ向かう本土側の笠岡

港（住吉地区）の客船待合所の建

て替えデザイン案を、津田准教授

の指導の下、本学学生が提案した。

学生が現地や笠岡諸島（北木島・

白石島）を訪れ、地域の歴史や現

状、住民の意向を調査し、住民が

利用するために必要な機能と観光

客が魅力を感じるようなデザイン

を制作した。津田准教授と政

策に携わった本学学生が笠岡

市役所を訪れ、三島笠岡市長

にデザインの説明し、正式に

採用された。笠岡港（住吉地

区）の新しい客船待合所は、

このデザイン案に沿って、平

成 28 年度から建設に着手す

る予定である。また、この待

合所には、COC+事業の「域学

連携」活動の一貫として、「地

域創生コモンズ」が設置され

ることが決定している。      （山陽新聞：平成 27 年 3 月 31 日） 

    

 

⑤その他 

 以下に主な項目のみ示す。 

(A)新規重点枠「笠岡諸島での疾病予防・健康増進に向けた高齢者健康増進支

援活動」（情報工学部・綾部准教授） 

(B)真庭市久世地域を拠点とするまちづくり市民団体「まにワッショイ」と連

携し、H28 年秋の飲み歩きイベントを見据えた、久世・勝山地域ののみどこ

ろ MAP の制作（デザイン学部・三原准教授） 

(C)岡山県老人クラブ連合会主催の平成 27年度市町村老連正副会長会議におい

て、「明るく、楽しく、そしてあきらめない生き方～音楽と語らいから生ま

れる大きな力～」をテーマに講演と会場参加型のコンサートを実施（保健

福祉学部・坂野准教授） 
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 （３）まとめと今後の課題 

本年度は、主に、COC+事業の域学連携に係わる活動を行っており、本学が初めて国

家的な大型プロジェクトに採択され、貢献できたことは大きな成果と言える。また、

COC+事業の目玉である地域創生コモンズについては、計画通り、真庭市についての整

備を完了できた。しかし、今後の利用計画については、具体的なレベルに達っするま

で検討が進んでいないのが現状である。また、地域連携活動については、これまで教

員単位で行ってきたものの掘り起こしや支援を中心に行い、埋もれた活動が極めて多

いことが判明した。しかし、当初の目標である、将来を見据えたプロジェクト化は実

現できなかった。 

以上から、平成 28 年度に向けた主な課題を以下に列挙する。 

◇COC+事業における「域学連携」活動との連携強化 

◇地域創生コモンズの利用促進 

◇地域連携活動のプロジェクト化 

◇岡山県立大学の地域連携活動の積極的な広報 

◇小さな地域連携活動の掘り起こしと支援 
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４．４ 保健福祉推進センター 

４．４－１ 晴れの国鬼ノ城カレッジ 

（１）概要 

保健福祉推進センターでは、地域の人々の健康づくりや福祉、地域貢献の推進に資することを目的に、

毎年「鬼ノ城カレッジ」を実施している。今年度は、「復興と再生に活きる、日本文化とユニバーサルデ

ザイン」をテーマに、永年松下電器産業（現パナソニック）で商品デザインを担当し、社内のユニバー

サルデザイン活動を立ち上げ、その責任者として企業内や社外での活動を広くリードして来た細山雅一、

細山UD－Unit代表に講演していただいた。 
 

（２）実績 

日 時： 平成２７年１１月１４日（土）１３：３０～１５：３０ 

場 所： 岡山県立大学 学部共通棟南 8206大講義室  

主 催： 岡山県立大学 保健福祉推進センター 

テーマ：復興と再生に活きる、日本文化とユニバーサルデザイン 

講 師：細山UD－Unit代表 細山雅一 

参加者：１４０名 

講演内容 ：「ユニバーサルデザインとは何か」や具体的な「事例紹介」に加え、2014年秋に福島県で開

催された第5回国際ユニヴァーサルデザイン会議プレカンファレンスで語られた「復興と再生のユニバ

ーサルデザイン」の報告を交え、日本文化に見られるユニバーサルデザイン視点が、如何に被災者の心

やコミュニティーを支えているのかなど暮らし方やモノの在り方と、これからの超高齢社会や心地よい

暮らしのヒントを与える。これを機会に皆さんも是非日本文化の持つ、ユニバーサルデザインポイント

に目を向け、心地よい暮らしのカタチを作っていきませんかと述べられた。 

   
 

（３）評価と来年度の課題 

今年度の「鬼ノ城カレッジ」では、日本文化に見られるユニバーサルデザインの視点が、被災者の心

やコミュニティーを支え、これからの超高齢社会や心地よい暮らしのヒントを与えていただいた。アン

ケート調査の結果、講演内容については「満足した（62.0％）」、「やや満足した（31.0％）」で好評であ
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った。また感想には「ふすまにさまざまな意味が込められていて、日本ならではの文化を今後もつなげ

たい」「日本の建築っていいですね。日本文化がこんなによいものとは知らなかったので、参加して良か

ったです」「地域振興、地域再生についてもっと詳しく活動している人の話を聞いてみたい」「ユニバー

サルデザインに関して、あまり知識も持っていなくて、初めは正直聞くだけだったのですが、聞いてい

るうちに徐々に面白くなって、多くの知識を得ることができました。これから、外に出るときはところ

どころのユニバーサルデザインを探してみようと思います。」などが記載され、講演は大変に意義深い内

容であった。中には「聴衆参加型」「「晴れの国鬼ノ城カレッジ」というものをもっと多くの人が知れる

ようにしてほしいです」などの意見が寄せられていた。今後の検討課題としては、地域からの一般の参

加者を増やすこと、実施時期や広報活動のあり方を見直すこと、参加者の属性の多様性に配慮し、企画

内容を検討することである。 

 

４．４－２ 各種研究会活動 

（１）地域看護学研究会 

① 概要 

本研究会は、地域看護の実践現場で遭遇する課題を研究的な視点から捉え、地域看護従事者の実践

力を高めることを通して、地域の人々へのより適切な支援に資することを目的としています。 
今回は、社会的環境の質改善とセルフ・ネグレクトとの関係について、ゴミ屋敷・サービス拒否・

孤立事例等をもとに、地域看護従事者の役割や効果的な介入・評価等について学修します。 
 

② 実績 

 日時・場所 テーマ 話題提供者 参加者 

第１回 平成28年3月5日（土） 

保健福祉学部棟6316 

13：00～15：00 

セルフ・ネグレクト

の人への支援 

～ゴミ屋敷・サービ

ス拒否・孤立事例へ

の対応と予防～ 

東邦大学 看護学部教授 

岸 恵美子 
12名 

 

③ 今後の展望と課題 

本年度は、１回のみの実施となったが、高齢者等のひきこもり、孤独死等の学識経験者を招聘して

地域看護の視点から、セルフ・ネグレクトについて理解を深めることができたので、今後、福祉関係

者等との連携協働に資することが期待できる。次年度は、さらに発展できるよう、会員等の実践事例

を通して年２回はとりくみたい。 

 

（２）栄養学研究会 

① 本年度の目標 

栄養士・管理栄養士は、食に関するプロとして病院、行政、学校、保育所や高齢者等の福祉施設、

地域活動栄養士、教育研究機関など多くの分野で活躍している。新しい情報をいち早く入手し、正し
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い知識を持って指導に当たることなど常に自己研鑽が必要である。そこで当栄養学研究会は、社会的

ニーズが高く、幅広い内容を学ぶ機会を作るとともに会員間の情報交換の場として、また、大学生に

も実践や経験を共有できる場としている。 
 

② 実績 

 日・場所 テーマ 講師 内容 参加者

第

1

回 

6月13日（土） 

岡山県立大学 

保健福祉学部 

6101講義室 

「災害時の食

事情～二度の

震災体験から

～」 

岡山県立大学 

保健福祉学部 

栄養学科 

内科学教授 

入江康至 

演者は阪神大震災と東日本大震災の二

度被災した経験を基に講演された。震

災後の栄養・食事に関する相違点を比

較しながら、管理栄養士としての役割

や、被災地における管理栄養士の活動

についての実際を講演いただいた。被

災地では、管理栄養士は、保健師、看

護師、 医師、薬剤師等とのチームでケ

アにあたることが特に重要になること

を知った。 

17名

第

2

回 

6月13日（土） 

岡山県立大学 

保健福祉学部 

6101講義室 

「給食におけ

る備蓄食品の

利用法あの手

この手」～α化

米の調理法の

検討 

岡山県立大学 

保健福祉学部 

栄養学科 

講師 

田淵真愉美 

岡山県内の医療施設の備蓄状況の調査

の結果、備蓄保有施設は約半数で、岡

山県の防災意識の低さが露呈した。備

蓄食品の管理には保管場所、在庫処理

方法、経済的問題等、上層部の考え方

も大きく関与する。今回はα化米を災

害時においしく食べるための標準化調

理マニュアルの必要性が判明し、今後

検討していく予定であるとのことであ

った。 

17名

第

3

回 

9月5日（土） 

岡山県立大学 

8901講義室 

「眠りの脳科

学 早寝早起

き朝ごはんで

元気もりもり 

やる気ぐんぐ

ん 笑顔ニコ

ニコ 栄養指

導 に 行 か ず 

眠りの知識」 

川崎医療福祉大

学 

医療福祉学部 

臨床心理学科 

教授  

保野孝弘 

眠りと目覚めのリズムについて科学的

にわかりやすく解説され、生物時計に

ついては遺伝子レベルで研究が進んで

いる。エビデンスを踏まえ夜更かしの

影響、食事、食欲とリズム、ホルモン

との関係について楽しくクイズを交え

ながらの講演であった。多くの学生が

受講しており、自分の生活状況に照ら

し、少しでも学生生活の乱れが改善の

方向へ向かうとよいと思われた講演で

あった。 

118名

第

4

回 

11月14日（土） 

岡山県立大学 

8206大講義室 

【鬼の城カレ

ッジとの共催】

「復興と再生

に活きる、日本

文化とユニバ

ーサルデザイ

ン」 

細山UD-Unit 

代表  

細山 雅一 

福島の復興と再生の実情と課題などを

交えながら日本の文化を丁寧に解説さ

れた。そこにはユニバーサルデザイン

としての工夫や新しい発見もある。特

に避難時の仮設住宅における個人の空

間の役割、重要性、仕切りとしての日

本文化の障子の役割についてはとても

印象に残った。障子は光を透す。人の

気配を感じることができる物である。

ぬくもりのある空間である。しかし気

配は感じるが形は目には入らない。気

配を感じるという人とのつながりとし

ての障子の役目はすばらしいものがあ

る。ということに感動を覚えた。 

6名
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第

5

回 

12月5日（土） 

岡山県立大学 

保健福祉学部 

6117講義室 

「イモ類の調

理科学と食文

化」 

岡山県立大学 

名誉教授  

渕上倫子 

イモ類について科学的な視点からご講

義いただいた。イモの種類は豊富で、

普及の歴史から世界中での栽培の分布

や供給量、食べ方の違いがあることを

知り、それが様々なイモを食べる文化

となっていることを学んだ。とくに日

本でよく食べられるジャガイモ、サツ

マイモ、里芋、ヤマイモについて、性

質や栄養について分析し、適した調理

法が見いだされ、それぞれのイモに代

表的な料理となって我々の生活に定着

していることを知った。 

18名

 

③ 今後の展望と課題 

栄養学研究会の必要性は会員からの声も多く、テーマ、日程によっては参加者が非常に少ない会が

あった。このことを踏まえ、次年度からのテーマの設定、開催日時等については会員の意見を取り入

れて計画を立てたい。また、卒業生のリカレント教育としての役割も兼ねる内容が多いことから、今

年度卒業生に当研究会への入会を募り、専門職として、レベルアップを図り、現場で能力を発揮でき

るような研究会としたい。 
今後は専門職の情報交換の場としても、この研究会の役割を検討し具体的に展開したい。そして社

会のあらゆる場面で栄養士・管理栄養士のニーズが高まることを目標に、日々研鑽を重ねていきたい。 
 

（３）保健福祉研究会 

① 概要 

保健福祉研究会は、これまでの「社会福祉研究会」の名称を変更し、広く保健福祉領域に関心のあ

る研究会会員を募集することで、人々の「健康」と「福祉」に関わる保健福祉領域（関連・隣接領域

を含む）の専門職の人々を対象に、実践現場での現状や課題を整理しながら研究的な視点から検討す

ることをねらいとしている。特に、実践現場で発生している課題（臨床疑問）を手掛かりとして、そ

れを研究へと発展させる過程の中で、「実践」と「研究」の架け橋となるような研究会の運営を目指し

ている。 

本年度は、臨床疑問から研究疑問へと発展させるプロセスを中心に、保健福祉学的な視点からみた

研究の進め方、研究事例の紹介、研究計画の方法など、計４回のミニ講義を実施した。また、会員相

互の交流を図る中で関心の高い研究テーマを模索し、そのテーマについてグループワークを行いなが

ら、研究会会員間での情報共有を図った。 
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② 実績 

 日・場所 テーマ 講師 内容 参加者 

第 

1 

回 

8月1日（土） 

学部共通棟（東） 

8901教室 

現場で活かす

研究の進め方 

Part.1 

岡山県立大学 

保健福祉学部 

桐野匡史 

実践者（現場）と研究者（理論）

の立場の違いを尊重しながら

も、クライエントの抱える問題

が複雑化する中で「どうやるか

（How to）」から「なぜそうなる

か（Why）」を考える研究の必要

性と、臨床疑問と研究疑問の関

係について講義が行われた。 

9名（会員7

名・非会員一

般2名） 

第 

2 

回 

10月17日（土） 

学部共通棟（東） 

8901教室 

現場の疑問を

明らかにする

ための研究 

岡山県立大学 

保健福祉学部 

周防美智子 

実践現場で生じた疑問（臨床疑

問）をどのようにして研究疑問

へと発展させるのかについて、

具体的な研究事例の紹介が行わ

れた。その後、グループワーク

を通じて、現在実践現場で生じ

ている現状や課題についての討

論が行われた。 

7名（会員）

第 

3 

回 

12月19日（土） 

保健福祉学部棟 

6614教室 

脳から見た社

会 

岡山県立大学 

保健福祉学部 

澤田陽一 

脳科学／心理学／社会科学の視

点から、脳から人の社会的行動

を捉えることの意味と必要性に

ついて講義が行われた。その後、

実験計画の視点から、独立変数、

従属変数、交絡要因を位置づけ

るための講義と演習が行われ

た。 

3名（会員）

第 

4 

回 

1月30日（土） 

保健福祉学部棟 

6614教室 

現場で活かす

研究の進め方 

Part.2 

岡山県立大学 

保健福祉学部 

桐野匡史 

研究疑問をさらに発展させるた

めに、研究レビュー、概念と測

定、概念モデルの構築の方法と

留意点について、いくつかの事

例を踏まえた紹介が行われた。

その後、グループワークでは、

概念モデルの構築についての討

論が行われた。 

4名（会員）

 

③ 今後の展望と課題 

本年度は、当初の計画通り、保健福祉学的な視点から見た研究の進め方（臨床疑問から研究疑問へ

と発展させる過程）を中心に、研究事例の紹介も交えて研究会会員相互の交流を図ることができた。 

来年度は、研究会会員の要望を踏まえ、グループワークの中でも特に関心の高かった研究テーマに

ついて、研究計画を立案し、調査研究等の実施に向けた準備等に取り組んでいきたい。また、本研究

会が研究会会員のみならず、広く保健福祉領域の専門職を対象とした情報交換や学びの場としてもそ

の役割を果たせるよう、卒業生や多領域の専門職の参加を促せるような企画・運営のあり方について

も検討していきたいと考えている。 
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（４）介護福祉研究会 

① 概要 

第一回：谷口 敏代 教授より、実現化しつつあるキャリアプランの詳細と、現場の施設高齢者介護

が量と質の両面共にその供給体制が危機的状況にあること、及び介護福祉士養成施設校の大幅な定員

割れが続いており（充足率54.0％）人材確保が喫緊の課題であるとの説明を受ける。参加者からは「時

間に追われて質の高い介護ができない」、「個別ケアを考える時間がない」、「学校で習ったことと現場

のギャップが大きい」等々深刻な介護福祉士の抱える課題が明かにされた。 

第二回：有料老人ホームいずみの里 施設長より看取りケアに関する講話がされた。私達のほとんど

が年をとって施設に入りたい、介護を受けたいという希望があるわけではなく、その上で、様々な理

由から施設に入らなければならなかった高齢者に対し、介護福祉職が何を目指し、どのような理念の

下で看取りケアを行っているのか、現場の取り組みについて説明があった。講話では、実際に看取り

を行った事例から利用者、家族の想いについて一つ一つの事例にエピソードがあり、「その人らしさ」

を支える為に施設が行ってきたケアの紹介がされた。参加者からは、①看取りケアに関わった新人職

員へのフォロー、②看取りケアにおける介護福祉職員と他職種との連携のあり方等々の質問があり、

施設長より実際に（看取りを）体験することの重要性、自分の気持ちを表出することの大切さ、暮ら

しの場の中での生活モデルの支援展開（利用者を中心におく）といった考えの下、看取りケアを行っ

ているとの回答があった。 

 

② 実績 

 日・場所 テーマ 講師 内容 参加者 

第 

1 

回 

10月3日(土) 

10:00～12:00 

学部共通棟北 

8901教室 

 

「介護福祉士の

最近の動向」 

保健福祉学部 

保健福祉学科 

谷口 敏代 教授

今後も要介護高齢者が増加し、

認知症高齢者、単独或いは夫婦

のみの世帯が増加し、介護の多

様化、専門化が求められている

現在、或いは将来に於いて、介

護の量と質の両面共に日本の社

会的介護供給体制は危機的状況

にある。近年介護福祉士養成施

設の大幅な定員割れが続いてお

り（充足率54.0％）、また介護

職の平均離職率も16.5％であ

る（高率であると一般に評価さ

れている）。その結果、介護の質

の低下が現実に起こりつつあ

る。この状況にあって介護人材

の確保は喫緊の課題であり介護

職の組織体制、キャリアプラン

の構築が今実現化しつつある。

それが日本介護福祉士会から提

案されている「認定介護福祉士」

である。 

17名（研究

会：4名，会

員外：13名）
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第 

2 

回 

12月5日(土) 

10:00～12:00 

6310講義室 

 

「地域から死が

消えている」 

 

角 孝司 

（有料老人ホー

ムいずみの里 

施設長） 

私達のほとんどが年をとって施

設に入りたい、介護を受けたい

という希望があるわけではな

い。しかし様々な理由から施設

に入らなければならなかった高

齢者に対し、介護福祉職が何を

目指し、どのような理念の下で

看取りケアを行っているのか、

現場の取り組みについて説明が

あった。講話では、実際に看取

りを行った事例から利用者、家

族の想いについて一つ一つの事

例にエピソードがあり、「その人

らしさ」を支える為に施設が行

ってきたケアの紹介がされた。

質疑応答では、看取りケアに関

わった新人職員へのフォローに

ついて、介護福祉職として人間

の死に携わる怖さに対する助言

について、看取りケアにおける

介護福祉職員と他職種との連携

のあり方について質問がされ

た。 

16名（研究

会：3名，会

員外：13名）

第 

3 

回 

3月19日(土) 

10:00～12:00 

8126ＡＶ室 

 

 

認知症の介護 藤井保人 

佐藤ゆかり 

川西美里 

(1)報告者：藤井保人准教授 

「認知症の病理」 

(2)報告者：佐藤ゆかり准教授

「認知症の介護」 

(3)報告者：川西美里氏（特別養

護老人ホーム シルバーセンタ

ー後楽 介護福祉士） 

「現場からの報告」 

(4)質疑応答 

11名（研究

会：3名，会

員外：8名）

 

③ 今後の展望と課題 

平成25年の改正では「介護は施設から在宅へ」と180度の方向転換をし、施設介護から地域介護

へ大きく舵が切られたにもかかわらず、「介護離職を減らす」を目的に施設介護に逆戻りするかに見

える昨今の介護事情。来年度は法的に何が作られるのか、追加されるのか、現場はどう変わるのか、

これまでの日本の介護の様々な課題はどう変容するのか。先の見えない介護業界を、来年度の4月

の時点で最も深刻な課題を捉えて研究会のテーマにする予定である。 
 

（５）子どもと保育研究会 

① 概要 

子どもと保育研究会は、子どもの育ちをめぐる諸問題や保育の動向・方法・技術など、幅広く多彩

な切り口から本学教員と現場実践者による保育・子育て支援のあり方を探求する研究会となることを

めざしている。 
今年度も教員が関与する学外の研究会と共催する機会を設けることに加え、関連する学会・講演会

等の情報提供も実施した。
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② 実績 

 日・場所 テーマ 講師 内容 参加者

第

１

回 

1月9日（土） 

就実 

こども園 

 

「父親の育児参

加を考える」 

就実大学 

柏まり 

岡山県立大学 

 佐藤和順 

岡山県内の子育て家庭を対象にした子育て

アンケートの報告を踏まえ、岡山県の子育て

の現状を理解するとともに、母親に集中して

いる育児負担を軽減するために、家族や地域

社会、保育施設が果たすべき役割について協

議した。 

41名

第

２

回 

1月27日（水） 

本学 

8901講義室 

保育士に学ぶ 

保育実践 

太陽保育園 

園長 

小倉亨 

保育士 

服部啓子 

総社市にある太陽保育園の概要と特色、各ク

ラスの保育実践について紹介頂き、園長及び

保育士というそれぞれのお立場から、保育の

成果や課題、保育士や保育士養成に期待する

ことについてお話し頂いた。 

22名

第

３

回 

2月7日（日） 

おかやま 

西川原プラザ 

 

パパから学ぶ 

僕がイクメンに

なったわけ 

岡山県立大学 

佐藤和順 

岡山県立大学 

中野菜穂子 

＜アクティブキャンパス 子育てネットワ

ーク交流集会2016との共催＞ 

父親の育児参画について、講演と県内各地で

活躍中の「イクメン」・「イクボス」・父親支

援を進める助産師の方々から活動の報告を

頂き、父親の取り組みを支える取り組みにつ

いて協議した。 

35名

第

４

回 

2月18日（木） 

本学 

8901講義室 

子育てcafé 

 

岡山県立大学 

京林由季子 

地域で子育て支援に関わる方々にお集まり

頂き、利用者の子育てに関する不安や悩みに

ついて支援者としてどのように対応してい

るか、グループワークを通して具体例の報告

と実践上の課題について協議・発表した。 

13名

 

③ 今後の展望と課題 

今年度は、県内で開催された「岡山子育てネットワーク交流集会 2016」等との一部共催などにより、

保育や子育て支援に関する多彩なテーマに取り組むことができた。 
次年度は、まずは保育所や児童福祉施設等で保育士として地域で活躍する卒業生の参加を促し、本

研究会が情報交換や学びの場として卒業後支援や保育者養成への還元ができるよう、研究会の開催方

法や内容について引き続き検討したい。また、保育所保育士に加え、幼稚園教諭やこども園職員など、

幅広い保育・幼児教育現場に会員登録を呼びかけることで、親子への支援を行う専門職の横のつなが

りの形成についても考慮していきたい。 
 
（６）コミュニティ家族ケア研究会 

① 概要 

コミュニティ家族ケア研究会は、地域および学校における看護の実践および研究の発展と向上に努

めるため、地域や学校で生活している子どもとその家族の心身の健康支援や、支援のための他職種間

連携について検討し、支援の効果を測定して成果を公表することを目的として活動している。 

平成25年までに、養護教諭と看護職の2職種のIPEにより養護教諭向けの摂食障害児と家族への保

健指導プログラムの開発を行い、「摂食障害の子どものこころと家族ケア～保健室でできる早期介入

～」改訂版パンフレットを作成、その評価としてアンケート調査を実施して、結果を全国学会で発表

した。平成26年度以降は、それまでに実施した思春期女性の食と健康に関する調査について、飲酒と
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月経、食行動と飲酒、月経痛と鎮痛剤服用、食生活習慣と自尊感情など様々な角度から分析し、全国

学会で発表した。また、平成26年度より、研究成果の報告会を大学内で実施している。 

 

② 実績 

・第１回研究会 

日 時：平成２７年５月１７日（日）１２:３０～ 

場 所：きらめきプラザ６階 ウィズセンター内サロン 

内 容：平成２７年度研究発表学会の決定（日本思春期学会・日本アルコール関連問題学会・日本学

校保健学会）研究の進捗状況報告、日本思春期学会へ登録する抄録の検討、自尊感情と生活

習慣の分析について等。 

参加人数：５名 

 

・第２回研究会 

日 時：平成２７年６月２８日（日）１２:３０～ 

場 所：きらめきプラザ６階 ウィズセンター内サロン 

内 容：日本学校保健学会へ登録する研究抄録の検討、担当者による研究の進捗状況報告。 

参加人数：３名 

 

・第３回研究会 

日 時：平成２７年９月６日（日）１２:３０～ 

場 所：きらめきプラザ６階 ウィズセンター内サロン 

内 容：日本思春期学会での発表報告、日本学校保健学会への参加について、平成２７年度研修会の

日程の検討、平成２８年度の活動計画について等。 

参加人数：４名 

 

・第４回研究会 

日 時：平成２８年１月２４日（日）１０:３０～ 

場 所：岡山県立大学保健福祉学部棟 

内 容：平成２７年度研修会 

研究報告 

「女子高校生の食行動と飲酒に関する研究」「女子高校生の月経痛と鎮痛剤服用の実態」 

「女子高校生の生活習慣と自尊感情」「高校生の性に関する意識調査」 

講演 

「妊娠適齢期の健康教育について考える～大学生の妊娠適齢期に関する知識と意識調査結果から～」 

意見交換 

参加人数：７名
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・第５回研究会 

日 時：平成２８年２月２０日（土）１２:３０～ 

場 所：きらめきプラザ６階 ウィズセンター内サロン 

内 容：議題、アンケート調査内容の検討、次年度役員について、今年度活動報告、次年度活動計画 

参加人数：４名 

 

・第６回研究会 

日 時：平成２８年３月１日（火）１４:００～ 

場 所：岡山県立大学保健福祉学部棟 

内 容：平成２８年度の研究計画の検討、平成２８年度の役員と役割の検討等 

参加人数：４名 

 

③ 今後の展望と課題 

次年度は、思春期の性の健康支援を主なテーマとして、高校における新たな研究活動を始めるため

の準備や研究会主催の研修会を開催するなど、引き続き地域や学校で生活している子どもとその家族

の支援のための多職種間連携について検討したい。また、現在の会員は看護職が養護教諭に比べて多

く、2職種のIPEを促進するためには、養護教諭の会員を増やすことが継続課題である。 

 

（７）岡山医療安全研究会 

① 概要 

本研究会は、研究会の開催、研究活動、会員相互の緊密な交流及び情報交換をとおして、地域の医

療安全の推進に努めることを目的とした研究会である。 

平成27年度はインシデントレポートを年間テーマとして、第6回岡山医療安全研究会と第7回岡山

医療安全研究会を開催した。 

第6回研究会は、「インシデントレポートを活かす！」をテーマとして、内田宏美氏（島根大学医学

部看護学科教授）、丸山雅道氏（岡山大学病院医療安全管理部 GRM・看護師長）、鈴木佳世子氏（獨協

医科大学病院 看護師長）、斉藤美保氏（長崎大学病院安全管理部 看護師長）を迎え、シンポジウム

を開催した。参加者は197名と、会場に入りきれないほどであった。参加者からは、他施設のインシ

デントレポートの活用方法を学び、自施設で活かしたいなどのコメントが寄せられた。 

第7回研究会は、「RCA（Root cause analysis）分析を学ぶ！」をテーマとして、丸山雅道氏（岡山

大学病院医療安全管理部 GRM・看護師長）を講師に、初心者を対象にインシデントレポートの分析方

法を学ぶ研修会を開催した。なお、この研究会は、公益財団法人川崎医学・医療福祉学振興会の平成

27年度助成金によって開催された。 
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② 実績 

 日・場所 テーマ 講演 内容 参加者

第 

一 

回

目 

 

9月26日(土) 

13:00～16:30 

岡山国際交流セ

ンター（イベン

トホール） 

「インシ

デントレ

ポートを

活かす！」 

基調講演： 

内田宏美氏（島根大学医学部

看護学科・教授） 

シンポジウム： 

丸山雅道氏（岡山大学病院・

GRM、看護師長） 

鈴木佳世子氏（独協医科大学

病院・看護師長） 

斉藤美保氏（長崎大学病院・

看護師長） 

 

 
197名 

第 

二 

回

目 

 

3月19日(土) 

13:00～16:30 

岡山国際交流セ

ンター（レセプ

ションホール） 

「RCA分析

を学ぶ！」 

丸山雅道氏（岡山大学病院・

GRM、看護師長） 

RCAの概要と実施についての講義

の後、グループワークにより、事

例をもとにRCAの展開演習を行っ

た．最後に、代表グループが成果

を報告した。 

（「公益財団法人川崎医学･医療

福祉学振興会の平成２７年度助

成金により実施」） 

177名の応募者の中から、各施設

1～2名の条件とし、計64名の方

に参加して頂きました。 

今回参加できなかった方に対し

て、H28年度中に、同じ内容の研

究会を開催する予定にしていま

す。 

64名 

 
③ 今後の展望と課題 

平成28年度は、医療事故調査制度をテーマとして、研究会を2回開催する予定である。研究会の開

催については実績を重ねてきているが、研究活動と会員相互の緊密な交流及び情報交換については今

後どのように取り組んでいくかという点が課題であり、平成28年度は研究活動に着手する予定である。 

 

（８）メンタルヘルス研究会  

① 概要 

岡山県内の社会福祉・教育現場のメンタルヘルスの現状に関する情報の共有と関係者のネットワー

ク構築をねらいとして、社会福祉・行政・教育関係機関の職員、保護者、学生を対象に、研修会の開

催および調査研究の支援を行う。 

 

② 実績 

（ア）スヌーズレン歌声広場（会場 県立大学 チュッピー広場） 

第１回 ５月２３日 学生３名 子ども６名 保護者３名 関係者１名 教員２名 

第２回 ７月２５日 学生３名 子ども７名 保護者３名 関係者１名 教員２名 

第３回 ９月１２日 学生２名 子ども５名 保護者２名 関係者１名 教員２名 

第４回 １０月１７日 学生２１名 子ども７名 保護者４名 関係者２０名 教員２名 

－ 104 －



 

第５回 １２月１２日 学生１名 子ども１１名 保護者１０名 関係者１名 教員２名 

第６回 ２月２０日 学生１名 子ども１３名 保護者６名 関係者１名 教員２名 

 

（イ）研修会「音楽で世代間交流」（会場 総社市内の放課後児童クラブ） 

市民の音楽ボランティア「アンサンブル総社」と連携して、総社市内の学童クラブ児童の余暇活

動支援をねらいとして、年３回実施した。のべ参加児童数は約１７０名であった。 

 

 第１回 ８月１６日 学生６名 子ども３０名 ボランティア１０名 職員３名 教員１名 

（総社中央小学校） 

第２回 １２月２５日  学生８名 子ども７０名 ボランティア１３名 職員３名 教員２名 

（総社中央小学校放課後児童クラブ） 

第３回 １２月２５日   学生８名 子ども７０名 ボランティア１３名 職員７名 教員２名 

（総社北小学校放課後児童クラブ） 

 

③ 今後の展望と課題 

本年度も昨年に引き続き、事業の目的等を関係機関に周知し、年度前半の実施を目指した結果、

５月からの実施となり、スヌーズレン歌声広場は６回の開催、研修会「音楽で世代間交流」は３回

の実施となった。参加者が増加するとともに、子どもの年代や発達段階等が拡大している。多様な

発達段階の子どもと父親を含む保護者のニーズに対応するプログラム開発が必要である。また、プ

ログラムの充実のためには、親の会、ボランティア団体、教育機関等と連携した実施体制の構築が

課題である。 

     

「人と人がつながるコンサート」  「音楽交流活動」      「スヌーズレン歌声広場」 

 

（９）エンド・オブ・ライフ・ケア研究会 

① 概要 

エンド・オブ・ライフ・ケア研究会は、参加者自身の看護実践能力を高め、患者・家族に質の高

い緩和ケアやエンド・オブ・ライフ・ケアを提供することができることを目的に平成25年10月に

発足した。平成 27 年度は、臨床看護師を中心にがん化学療法・緩和ケア認定看護師や教員を参加

者とし、エンド・オブ・ライフ・ケア（最後の日々の痛みや苦しみが充分に治療され、本人が望む

とおりにすごせるように支援する）に関する基本事項を網羅的に学習したうえで、補完代替療法、

介入困難事例の検討、研究発表を実施している。 
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② 実績（登録会員 23 名） 

 日・場所 テーマ 講師 参加者
第１回 6月13日(土) 

本学6301 
オリエンテーション・質的研究の分析の

実際 
岡山県立大学 

名越恵美 

4名 

第２回 7月11日(土) 

本学6405 

壮年期のエンド・オブ・ライフ・ケア 岡山県立大学 

名越恵美 

6名 

第３回 8月1日(土) 

本学6405 

外来がん化学療法を受けるがん患者に

関わる看護師の意思決定支援プロセス 

松田病院 

がん化学療法 

認定看護師  

門倉康恵氏 

6名 

第４回 9月12日(土) 

本学6405 

悲嘆・喪失への看護 岡山県立大学 

井上かおり 
9名 

第５回 11月14日(土) 

本学6405 

補完代替療法－アロマセラピー－ 同仁病院 

リエゾン看護師・ 

アロマセラピスト 

川合静代氏 

11名 

第６回 12月12日(土) 

本学6405 

研究計画書について 岡山県立大学 

名越恵美 
3名 

第７回 1月23日(土) 

本学6405 

研究発表 川崎医科大学附属 

川崎病院 

塩田真実 

旭東病院 

八木一江 

13名 

第８回 3月5日(土) 

本学6405 

症状マネジメント  

来年の予定について 

岡山県立大学 

名越恵美 

岡山県立大学大学院  

山形真由美 

10名 

 

  
第５回研究会の模様 

 

③ 今後の展望と課題 

来年度は、補完代替療法の紹介や高齢化社会を見据えての在宅看取りについての学習会を企画した

い。本研究会は登録者数の増加が今後の課題である。また、参加者の学習ニーズを把握し、ともに学

べる場となるように企画内容を考えたい。 
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（１０）看護事例研究会 

① 概要 

平成25年から、患者へのかかわり方に解決志向アプローチを用いた効果について、認定看護教育セ

ンターの修了生を中心に、多施設で共同研究を行っている。今後各施設で継続して、その効果につい

て共有し、新たなかかわり方を工夫する場として、事例検討会を活用する予定である。臨地実習の事

例やかかわりがこんなな事例について検討し、事例分析を通して、看護のあり方を検討する。面接の

基本としている解決志向アプローチについて、専門家の講義を聞き、実践に活かす力を養うことを目

的とする。 

 

② 実績 

回数 月日 場所 内容 参加者数

1 4月24日 県立大学 事例検討 5 

2 5月27日 県立大学 事例検討 5 

3 6月26日 県立大学 事例検討 6 

4 7月23日 県立大学 事例検討 18 

5 9月26日 県立大学 事例検討 5 

6 11月27日 県立大学 ケアリングを用いた実習指導のあり方 3 

7 1月21日 県立大学 事例検討 4 

8 2月20日 第一セントラルビル 解決志向アプローチを使った面接 20 

 

③ 今後の展望と課題 

事例を振り返ることで、病態の確認や看護ケアの見直しが行え、今後の看護ケアに実践に繋げるこ

とができる有意義な検討が行えたと考える。しかし、今年度の事例検討会への参加者が学内の教員と

学生に限られていたために、看護ケアに活かすことはできなかった。今後は実習施設の指導者や卒業

生の参加を促すことで、事例検討が看護ケアの改善に繋がることが期待できる。 

 

４．４－３ 一日保健福祉推進センター 

（１）概要 

保健福祉推進センターでは、センター業務の一環として、担当教員が県内各地に出向き、県立大学が

有する保健福祉分野の知識・技術等を直接地域の専門職や地域住民に幅広く提供して、健康づくりに役

立てていただくために「一日保健福祉推進センター」事業を実施している。 
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（２）実績 

平成 27年度は、保健、福祉、看護、栄養の各分野にわたり計 7回実施した。 
 日・場所 テーマ 講師 内容 参加者 

第

１

回 

7月14日（火） 

14:00～15:00 

松田病院 講義

室（玉野市） 

「呼吸器ケ

ア ワンラ

ンクアップ

のコツ」 

保健福祉学部

看護学科  
教授  
高橋徹 

松田病院に勤務している看護師を対象に、呼

吸器疾患のアセスメントについて教授した。 

アセスメントの基本となる咳嗽、喀痰、呼吸

困難、視診、触診、打診について概説した後、

聴診器を使って行う聴診について肺胞音の

聞き分け方について述べた。さらに、最近、

呼吸器疾患アセスメントの基本機器として

使用されているパルスオキシメーターの使

用法、アセスメントについて説明した。 

10名 

 

第

２

回 

10月8日（木） 

17:00～18:30 

倉敷中央病院 

「看護研究

のまとめ方」

について 

保健福祉学部

看護学科 

准教授 

實金 栄 

倉敷中央病院より、平成 27 年度看護研究発

表会での講演依頼を受けた。 

 

52名 

 

第

３

回 

11月8日（日） 

11:00～12:00 

恵風会（岡山市） 

「認知症の

理解と認知

症予防」 

保健福祉学部

保健福祉学科

教授 

谷口 敏代 

スライド（パワーポイント）を使用し、主な

認知症の原因疾患と主要な症状、第１次予防

である運動や食事、日々の生活と認知症の関

係について説明した。 

施設利用

者の家族

30名 

職員20名

第

４

回 

12月10日（木） 

10:00～12:00 

特別養護老人ホ

ーム 天神荘 

 保健福祉学部

保健福祉学科

教授 

谷口 敏代 

スライド（パワーポイント）を使用し、それ

ぞれの職種を理解し、働きやすい・働きがい

のある職場を作る目的で講演を行った。主な

内容は、組織における人材育成、職員間のコ

ミュニケーション、中堅職の役割、年上の部

下への指導方法、アサーショントレーニング

である。 

18名 

 

第

５

回 

2月10日（水） 

12:30～13:30 

水島中央病院 

 

術前・術後訪

問と術中看

護計画 

 

保健福祉学部

看護学科 

教授 

高橋 徹 

水島中央病院に勤務する看護師を対象に、周

手術期看護の向上を図るため手術前、手術

中、手術後の患者の看護について講演を行っ

た。特に、今回は術前看護に力点をおき、患

者さんが安心して安全に手術を受けるため

に、１．患者の手術前の精神的不安をいかに

取り除くか、２．手術に影響を及ぼす生活習

慣病に対する管理・評価を如何にするか、３．

検査値によらないフィジカルアセスメント

の大切さについて講義した。 

20名 

 

第

６

回 

2月22日（月） 

14:00～16:00 

岡山県備北保健

所 

 

「糖尿病の

発症予防と

重症化予防

について」 

 

保健福祉学部

栄養学科 

准教授 

平松 智子 

高梁市の市役所、病院、保育所等に勤務する

管理栄養士を対象に高橋市の現在抱える糖

尿病問題を踏まえて、管理栄養士が、それぞ

れの立場で一次、二次、三次予防における糖

尿病対策に取り組むための基礎知識、スキル

アップの方法についてパワーポイントを用

いて 90 分間講義した。その後、参加者との

ワークショップを30分間行った。 

14名 

 

第

７

回 

3月26日（土） 

8:30～17:00 

倉敷中央病院 

 

平成27年度

看護研究発

表会 

保健福祉学部

看護学科 

教授 

高橋徹 

准教授 

井上幸子 

倉敷中央病院勤務の看護師が部署ごとに、1

年間かけて行なった種々の看護領域におけ

る質的研究、量的研究、観察研究、介入研究

など、計23演題の発表が行われた。 

発表終了ごとに、研究の優れた点、疑問点、

問題点、今後の課題などについてコメントす

ることにより、倉敷中央病院の看護研究のさ

らなる発展の一助となるよう努めた。 

80名 
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（３）今後の展望と課題 

本年度も昨年に引き続き早期から事業の目的等を幅広く周知し、年度前半の実施を目指した結果、７

月からの実施となり、7回の開催となった。実施分野は看護学領域・保健福祉学領域・栄養学領域で実

施された。来年度は引き続き早期から県内全域にむけて事業の目的等を幅広く周知するとともに保健福

祉推進センターで実施可能な内容等も広く伝えることで、実施分野が多岐にわたるように、また地域住

民に対する開催機会の増加につなげていくことが必要である。 
 

４．４－４ 岡山県立大学子育てカレッジ 

（１）概要 

大学を核とした産・学・官・民協働による子育てカレッジは、岡山県独自の子育て支援の取組である。

開設６年目となる今年度は、親子交流広場と授業との連携や親子交流のための企画を推進し、また専門

的な学びの機会である「保育ステップアップ講座」、地域の子育て支援活動を支えるネットワーク研修会

等を実施した。 
 
（２）実績 

 ① 子育てカレッジの実施体制 

  子育てカレッジを保健福祉推進センターの事業に位置づけ、その運営は「県大そうじゃ子育てカレ

ッジ実行委員会」が中心となって実施している。実行委員会は、本学教職員、地域子育て支援者、総

社市、備中県民局、チュッピーひろば利用者等で構成され本年度は計 5回の実行委員会を開催し事業

の充実を図った。 
 
 ② 子育てカレッジの取組内容 

１． 大学の学生が参加して実施する親子交流等 
２． 保育士、幼稚園教諭、その他地域の子育て支援サービスの提供者に対する質的向上の取組 
３． 子育てや子育て支援に関する相談の実施 
４． 子育てや子育て支援に関する情報発信 
５． 子育て支援に関するボランティア・NPOや企業の活動への支援 
６． 地域の子育て支援関係者の情報交換 
７． その他子育て関連事項の調査等 

 
 ③ 親子交流広場の設置 

  親子交流広場（チュッピーひろば）を週に 1 回程度、年間

54回開設し、利用者は 670組 であった。またひろばと連携し

て栄養学科、保健福祉学科子育て支援コース及び子ども学専攻

学生の実習や、授業成果発表会等を実施した。
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◯協働授業 
日 テーマ 授業との関係 担当教員

6月17日(水) 
6月24日(水） 

おはなしの会2015 「保育内容Ⅰ(言葉)」とひろばとの協
働授業 

樟本 

8月5日(水) 子どものためのアートパフォー
マンス2015 

「保育内容Ⅰ（音楽表現A）」「体育Ⅰ」
等とひろばとの協働授業 
保健福祉学科子育て支援コース・子ど
も学専攻学生による授業成果発表会 

岡﨑 
新山 
樟本 

9月2日(水) チュッピーなつまつり チュッピーひろば企画の事業に協力 新山 
10月〜11月 チュッピーひろばの参観 「保育内容Ⅰ（人間関係）」とひろばと

の協働授業 
京林 

12月2日(水) 
12月8日(火) 

親子で楽しむミニクリスマス 「保育内容Ⅰ（人間関係）」とひろばと
の協働授業 

京林 

1月12日(火) チュッピーひろばでからだわく
わく遊び 

「授業(幼児体育)」とひろばとのコラ
ボ企画 

新山 

ほか 
 

○公衆栄養学実習Ⅰ 
日 時：平成 27年７月７日(火)、15日(水)、22日(水) 
場 所：岡山県立大学学部共通棟(西)1階 5128遊戯室（チュッピーひろば)、5127会議室 
内 容：ライフステージ別演習の一環として総社市の子育て支援事業の現状と母子の実態について学ぶ

ため、子育てひろばのスタッフや参加している母親との交流を図った。 
参加者：親子 20組（3日間延べ）、栄養学科 3年生 41名 
担 当：保健福祉学部栄養学科 久保田恵、井上里加子 
 

○スヌーズレン歌声広場 
日 時：5月 23日(土)、7月 25日(土)、9月 12日(土)、10月 17日(土)、12月 12日(土)、2月 20日(土) 
参加者：子ども 49名、保護者 28名、学生 31名、教員 12名、関係者25名 
担当教員：保健福祉学科 岡﨑順子、坂野純子 
 

 

○学生相談室外壁面の着彩 

日 時：平成27年12月8日（火）午前中 

場 所：岡山県立大学学部共通棟(西)1階 5131学生相談室 

内 容：学生相談室外壁面着彩へのひろば親子の参加 

参加者：親子5組10名 デザイン学科4年生2名 

 

④ 保育ステップアップ講座 

    子育てカレッジの取組内容２として、保育士、幼稚園教諭、その他の子育て支援者に対し、今日的

なテーマや課題、現場の保育に直結する実践的な講座を大学内で開催した。 
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 日 テーマ 講師 参加者 

第

1

回 

平成27年 

9月5日(土) 

子どもの「やってみたい」を引き出す保育 就実大学教育学部初等教育学

科 准教授 柏まり 

31名

第

２

回 

平成27年 

9月26日(土) 

「投げる」を楽しむ工夫あれこれ 岡山県立大学情報工学部 

人間情報工学科 教授  

高戸仁郎 

20名

第

３

回 

平成27年 

10月3日(土) 

もじ絵バッグをつくろう 岡山県立大学デザイン学部造

形デザイン学科  

教授 野宮謙吾 

15名

 
⑤ 子どもと保育研究会 

保健福祉推進センターの各種研究会活動のひとつであるが、同時に子育てカレッジの取組内容６

に位置づけ、地域で活動している子育て支援者等の情報交換と研修の場として研究会を実施した。

（詳細については、子どもと保育研究会の欄、参照） 
 

⑥ 総社市委託：子育て支援者研修事業 

  総社市から委託を受け、親子支援および子育て支援者研修事業として下記の事業を実施した。 
 
 ア ＮＰ（ノーバディーズパーフェクト）プログラム 
  日 時：平成 27年 9月 3日(木)、10日(木)、17日(木)、24日（木）、 

10月 1日(木)、8日(木)、平成 28年 3月 3日（木）計7日 毎回 10:00～12:00 
  場 所：岡山県立大学 講堂内会議室 
  参加者：7名（延べ 48名）、延べ託児数：73名、延べ学生ボランティア 32名 
 
 イ 親子で楽しむ音楽会 ～0歳児からのコンサート～ 
   日 時：平成 27年 11月 23日(祝) 11:00〜12:10 
  場 所：岡山県立大学 講堂 
  出 演：岡山フィルハーモニック管弦楽団 

 内 容：音楽および歌を通じた親子交流の大切さを伝えることを目的に、子育て中の母親や乳幼児

対象の音楽会を開催した。チャイコフスキー作曲「白鳥の湖」より“情景”、ディズニーコ

レクションより「ミッキーマウスマーチ」

や「ハイホー」、ジブリコレクションより

「君をのせて」、「となりのトトロ」など、

弦楽器の美しい響きや管楽器の豊かな音

量による生き生きとしたオーケストラ演

奏を鑑賞し、“みんなで一緒に歌いましょ

う”では、オーケストラ伴奏で「チュッ

ピーでハッピー」、「さんぽ」、「アンパン
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マンのマーチ」などを歌のおねえさんたち（学生）と一緒に会場全員で歌い楽しんだ。 
 参加者：約 700名 

 
 ウ 総社市子育て支援ネットワーク研修会 
  日 時：平成27年 9月 18日(金) 13:30～16:00 
  場 所：岡山県立大学 学部共通棟(西) 5108講義室 
  内 容：「地域における子育て支援」 
  講 師：岡山県立大学保健福祉学部保健福祉学科 講師 周防美智子 
  参加者： 18名（10団体） 
 

⑦子育て中のママのためのダンス 

日 時：平成27年11月25日（水）13：00～13:45、11月26日（木）10：30～12:00 

場 所：岡山県立大学学部共通棟(西)5201教室(リズムダンス室) 

内 容：コンタクト・インプロヴィゼーションの手法による交流とリラクゼージョンを目的とした

ダンスワークショップを開催した。 

講 師：勝部ちこ、鹿島聖子(C.I.co) 

参加者：親子12組（25日）親子15組（26日） 

 
（３）評価と来年度の課題 

 開設 6年目の今年度は、産・学・官・民の協働による様々な取り組みが定着・深化した年といえる。

中でも、大学構内に開設した「チュッピーひろば」の存在が「親子への支援」と「学生の学びの実践」

の両面により有効に活用されてきたことは評価される。また「保育ステップアップ講座」は、多彩な講

師陣によって現職者のニーズやタイムリーな課題に対応した講座を開催して好評であった。「親子で楽し

む音楽会〜０歳児からのコンサート」は乳幼児対象の希少な音楽会として盛況であり、経費面の問題も

一部問題を有しながら昨年度からの有料化により継続的に実施したいと考えている。また「総社市子育

て支援ネットワーク研修会」のように、地域の子育て支援活動を支える取り組みが子育てカレッジの場

で行われることの意義は大きい。本年度より「おかやま子育てカレッジ」備中県民局管内ネットワーク

会議等が開催され、本実行委員会よりも実行委員・学生が参加し、他大学と意見交換及び情報交換を行

った。 
 今後は、地域貢献と学生の学びの「場」である「チュッピーひろば」への学生の更なる参加の推進と

他大学との連携等を視野に事業展開する必要がある。 
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４．５ 認定看護師教育センター 

 

４．５－１ 平成 27 年度の実績 

 当教育センターは、生活をデザインし軽やかに管理できるための技術や根拠を開

発することができる質の高い糖尿病看護認定看護師の育成を目的として、平成 23～

27 年度の 5 年間岡山県立大学地域共同研究機構に開設された。 

 

 (1) 履修生の実践力を養うための工夫  

 履修生のアセスメント能力の向上を目的として、看護過程の展開演習をカリキュ

ラムに組み込んでいる。さらに、今年度はコミュニケーション技術の向上を目的と

して、模擬患者を用いた OSCE を実技試験として採用した。 

 

(2) 教員の教育力向上のための努力 

 全国 5 か所の糖尿病看護認定看護師養成機関の専任教員が集まり、教育上の問題

点を出し合い、情報を共有する研修会を平成 25 年 3 月から年 1 回開催している。 平

成 27 年 9 月の日本糖尿病教育・看護学会学術集会では、「チームを活性化させるち

ょっとした方略」と題した交流集会を開催した。  
 

(3) 地域貢献 

保健推進福祉エンターと共同で、「糖尿病相談室」を運営している。「糖尿病相談

室を大学に開設した現状と課題」と題して、平成 27 年 9 月の日本看護科学学会で報

告した。 

 

４．５－２ 5 年間の成果と今後の展望 

 

（1） 認定看護師教育センターの成果  
認定看護師教育センターは、県の要請を受け、（社）岡山県看護協会および山陽学

園大学の協力・連携のもと、糖尿病看護分野の認定看護師教育課程を平成 23～27

年度までの 5 年の計画で開設された。当教育センターは平成 23 年度から 27 年度の

5 年間で、1 期生 23 名、2 期生 23 名、3 期生 26 名、4 期生 19 名、5 期生 17 名、合

計 108 名が修了し、現在 89 名が糖尿病看護認定看護師として活躍している。 

 

    平成 23 年度

1 期生 

平成 24 年度

2 期生 

平成 25 年度

3 期生 

平成 26 年度 

4 期生 

平成 27 度 

5 期生 

修了者数/入学者数 

（岡山県内の履修生） 

23/25 名 

（11 名） 

23/24 名 

（6 名） 

26/26 名 

（6 名） 

19/21 名 

（2 名） 

17/20 名 

(3 名) 

認定看護師審査合格者

数/受験者数 
23 名/23 名 22 名/23 名 27 名/27 名  17 名/19 名 /17 名 

備考 退学：1 名

休学：1 名

退学：1 名

留年：1 名
退学：1 名

退学：1 名 

留年：1 名 
退学：3 名

合格率 100% 95.7% 100% 89.5% *5 月に受験
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                                           （ ）内 数 は本 学 修 了 者  

 平成 28 年 1 月現在、全国の糖尿病看護認定看護師は 772 名、平成 23 年には 2 名

であった岡山県の糖尿病看護認定看護師は平成 27 年度に 31 名になり、東京、福岡、

神奈川、千葉、大阪、愛知に次いで多い県となっている。 

(2)県内の修了生の活躍  

岡山県の修了生は、岡山県生活習慣病対策推進会議糖尿病対策専門部会の委員、

おかやま糖尿病サポーター研修会企画委員・ファシリテータ、糖尿病県民公開講座

講師、健康応援出前講座講師の他、小児サマーキャンプ企画運営委員、日本糖尿病

教育・看護学会主催 糖尿病重症化予防(フットケア)研修 ファシリテータを務め

るなど、院内の認定看護師としての活動以外にも広く社会で活躍している。 

(3) 修了生との多施設共同研究  

 １期生を中心に「解決技法」を用いて面接を行い、その効果について検証してい

る。平成 26 年の日本糖尿病教育・看護学会学術集会で、「初めて糖尿病と診断され

た患者への解決志向アプローチにより早期のつまずきを把握できた一例」、「糖尿病

患者の面接に解決志向アプローチを取り入れて見えてきた課題」の 2 題を発表した。

平成 27 年度には看護 QOL についての共同研究も開始している。 

 
(4) 今後の展望 

 認定看護師の育成は、対象者から対価を得て専門家を育成する対等な立場での地

域貢献活動であった。今後は、修了生のフォローアップを充実させるとともに、研

修会の認定証を学長名で発行する等の支援を行い、認定更新のための単位が取得出

来るように継続して支援を行う予定である。 
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 岡山県内のコントロール不良の糖尿病患者、腎機能が悪い患者を対象とした「重

症化予防」の試みに、健康保険協会岡山県支部、看護協会、医師会と共同してあら

たな取り組みを行う予定であり、糖尿病看護認定看護師の参加が期待されている。

本学では、糖尿病看護認定看護師や専門医と共同して、糖尿病患者が治療を継続で

きるような楽しい患者目線のプログラム作りに挑戦する予定である。 
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５． 外部資金 

５．１ 平成 27 年度の実績 

５．２ 科学研究費 

５．３ 今後の課題 

  



 

５．１ 平成 27 年度の実績 

本学の外部資金は、科学研究費、共同研究費、受託研究費、教育研究奨励寄附金等の４

つに分類される。合計金額の平成 19 年度から平成 27 年度までの獲得実績は図１と表１の

とおりで、平成 27 年度は平成 26 年度と比べて獲得件数は同数であったが、獲得金額は過

去最高額を更新した。  

 

図１ 外部資金獲得実績の推移  
 
 

表１ 外部資金獲得実績の推移（金額の単位は百万円、それ未満は四捨五入）  

年度 19 20 21 22 23 24 25 26 27 

件数 110 138 136 133 129 137 157 176 176 

金 額 161 173 157 138 143 147 177 173 186 

 
外部資金の種類別のデータは表２のとおりである。 
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表２ 外部資金獲得実績（金額の単位は千円で、千円未満切捨）  

年 
度 

科学研究費 共同研究 受託研究 
教育研究奨励

寄附金等 
合計 

件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額 

19 34 73,725 23 11,575 21 61,499 32 13,782 110 160,581 

20 39 84,503 31 12,100 38 62,248 30 14,636 138 173,487 

21 35 67,376 31 12,125 45 67,397 25 9,639 136 156,537 

22 42 70,110 33 13,490 26 39,027 32 15,427 133 138,054 

23 47 73,177 24 8,338 26 40,633 32 20,873 129 143,021 

24 51 84,727 32 10,288 26 35,514 28 16,012 137 146,541 

25 57 87,100 38 20,928 23 43,923 39 25,453 157 177,404 

26 55 90,381 42 24,536 29 32,592 50 25,787 176 173,296 

27 57 82,917 47 32,035 27 52,959 45 18,263 176 185,788 

表２の中で網掛けの部分が過去最高の件数と金額であるが、共同研究、受託研究が堅調

な伸びを続けた。その反面、科学研究費については、平成 26 年度と比べて件数は増加し

たものの、獲得金額は減少した。  
本年度の実績を第２期中期計画および平成 27 年度計画と比較すると表３のようになる。

受託研究及び教育研究奨励寄附金等は平成 27 年度計画の目標に及ばなかったが、共同研

究及び科学研究費の件数は目標を達成した。また、共同研究、受託研究及び教育研究奨励

寄付金等の獲得総額については、平成 27 年度計画の目標を大きく上回り、中期計画の目

標をも達成した。 
 

表３ 中期計画および年度計画の目標との比較（金額の単位は千円）  

種別 
中期計画  H27 年度計画  現状 

件数 金額 件数 金額 件数 金額 
共同研究  40 16,000 44 47 32,035
受託研究  40 70,000 30 27 52,959

教育研究奨

励寄附金等  40 16,000 53  45 18,263

合計 120 102,000 127 87,000 119 103,257
    

科学研究費  90 124,000 57 以上 57 82,917
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５．２ 科学研究費 

科学研究費は図４のとおり、獲得件数は増加したものの、獲得金額は 7,464 千円減少し

ていた。その要因として、日本学術振興会から 1 研究課題あたりに交付される研究金額が

減少していることや、本学が保有している研究課題について、平成 27 年度は過去に比べ

て基盤研究の件数が減少していることが窺えた。 

 

図４ 科学研究費の獲得推移  
 
５．３ 今後の課題 

これまで述べたとおり、共同研究、受託研究及び教育研究奨励寄付金等といった外部資

金については、過去最高額を大きく更新したが、これは大型競争的資金の獲得によるもの

である。運営費交付金等の削減に伴う研究資金不足により研究の質を低下させないために

も、外部資金及び競争的資金の獲得をさらに進めるための環境づくり・組織づくりを今後

も継続していく必要がある。  
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